
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
よ
盲
者
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
イ

…
i
パ
リ
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ギ
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シ
ア
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写
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八
五
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ザ
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道
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は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
現
在
、
パ
リ
国
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
写
本

の
作
者
（
写
字
生
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
リ
・
ギ
リ
シ
ア
語

写
本
八
五
七
番
（
O
o
傷
①
×
℃
碧
早
口
¢
ω
O
H
器
。
煽
も
。
o
。
O
刈
　
以
下
、
パ
リ
写
本

と
省
略
）
を
分
類
上
の
名
称
と
す
る
こ
の
写
本
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
で

は
な
く
、
＝
二
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
の
と
あ
る
修
道
院
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
三
世
紀
の
修
道
士
パ
ウ
ロ
ス
・
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
イ
ノ
ス
の
著
作
『
シ

ユ
ナ
ゴ
ゲ
臨
の
第
四
部
を
内
容
と
す
る
。

　
こ
の
写
本
は
内
容
や
伝
来
の
経
緯
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
作
者
の
問
題
に
よ

っ
て
、
一
部
研
究
者
の
、
そ
れ
も
歴
史
学
者
と
い
う
よ
り
は
文
献
学
者
や
古

文
害
学
者
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。
歴
史
学
者
が
こ
の
写
本
に
注
目
し
て
こ

な
か
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
。
こ
の
写
本
は
一
三
世
紀
に
成
立
し
た
こ
と
が

写
本
中
の
記
述
か
ら
確
実
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
代
の
事
件
の
記

述
を
含
む
歴
史
書
や
書
簡
や
証
書
の
類
で
は
な
い
し
、
そ
の
作
者
が
同
時
代

の
著
名
な
貴
族
や
知
識
入
で
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
彼
ら
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
い
て
侮
千
何
万
と
生
産
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア

語
写
本
の
一
冊
、
『
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
撫
の
写
本
の
不
完
金
な
一
冊
に
過
ぎ
な
か

　
　
　
　
　
①

つ
た
の
で
あ
る
。
～
方
で
、
古
典
文
献
の
伝
来
経
緯
や
特
定
の
写
本
の
成
立

状
況
に
関
心
を
寄
せ
る
文
献
学
者
や
古
文
書
学
者
は
、
こ
の
写
本
の
奥
付

（
コ
ロ
フ
ォ
ン
）
に
写
字
生
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
た
テ
ク
ス
ト
に
注
目
し

た
。
写
字
生
は
そ
こ
で
、
自
ら
が
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
い
う
名
の
修
道
士
で
あ

る
こ
と
と
、
写
本
が
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
院
に
お
い
て
＝
一
六
一
年
置
作
成

さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
（
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
院
に
つ
い
て
は

後
述
）
。

　
奥
付
に
現
れ
る
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ガ
レ
シ
オ
ン
と
い
う
二
つ
の
固
有
名
詞
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は
、
一
部
の
学
者
に
、
一
三
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
の
｝
人
の
著
名
な
修
道
士
を
想

起
さ
せ
た
。
そ
の
修
道
士
と
は
、
；
一
世
紀
か
ら
～
四
世
紀
に
か
け
て
二
度

に
わ
た
っ
て
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
の
長
を
務
め
、
今
日
の
正
教
会
に
お
い
て
聖
人

と
し
て
記
念
さ
れ
て
い
る
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ア
タ
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

オ
ス
一
世
（
在
位
＝
一
八
九
－
九
三
年
、
一
三
〇
三
－
九
年
）
で
あ
る
。
こ

の
総
主
教
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
｝
二
三
〇
年
頃
に
生
ま
れ
、
遅
く
と
も
一
三

一～

對
N
代
前
半
ま
で
に
死
去
し
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
パ
リ

写
本
の
一
二
六
一
年
の
作
成
時
期
は
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
生
き
た
年
代

と
重
複
す
る
。
加
え
て
、
彼
は
総
主
教
に
選
出
さ
れ
る
以
前
に
ガ
レ
シ
オ
ン

の
修
道
院
に
長
期
間
暮
ら
し
た
と
、
～
四
世
紀
の
二
人
の
伝
記
作
者
、
ス
ト

ゥ
デ
ィ
オ
ス
の
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
と
ヨ
セ
ブ
・
カ
ロ
テ
ト
ス
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
証
拠
か
ら
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
同

一
の
人
物
で
あ
り
、
パ
リ
写
本
は
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
直
筆
写
本
で
あ

る
可
能
性
を
、
彼
ら
は
示
唆
な
い
し
積
極
的
に
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
パ
リ
写
本
の
作
者
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
は
何
者
か
、

彼
は
本
当
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
そ
の
人
で

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
い
は
、
一
写
本
の
作
者
を
特
定
す
る
と
い
う
こ
と
以
外
で
は
、
次

の
二
つ
の
点
で
重
要
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、
そ
れ
が
、
聖
人
伝
や
そ
の
他
の
史
料
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
生
涯
の
～
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
、
換
言
す
る
な
ら
、
単
に
古
文
書
学
の
範
疇
に
留

ま
る
こ
と
な
く
伝
記
的
研
究
と
し
て
も
成
立
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
タ
ナ

シ
オ
ス
の
生
涯
は
比
較
的
豊
富
な
証
拠
群
に
よ
っ
て
再
構
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
よ
る
写
本
作
成
に
つ
い
て
言
及
す
る
記
述
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
証
拠
は
、
そ
れ
ら
主
要
史
料
の
中
に
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。
も
し
ア
タ

ナ
シ
オ
ス
本
人
に
よ
る
写
本
作
成
を
現
存
す
る
写
本
か
そ
の
他
の
証
拠
に
よ

っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
い
わ
ば
必
然
的
に
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス

が
い
つ
、
ど
こ
で
、
い
か
な
る
状
況
下
で
写
本
を
作
成
し
た
の
か
と
い
う
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
は

無
論
、
伝
記
研
究
的
な
そ
れ
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
重
要
な
点
は
、
そ
れ
が
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
い
う
一
個
人
の

事
例
を
通
じ
て
で
は
あ
る
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
識
字
お
よ
び
写
本
作
成

の
実
態
　
　
そ
れ
も
高
度
な
教
養
を
備
え
、
日
常
生
活
に
お
い
て
写
本
を
積

極
的
に
作
成
、
売
買
、
貸
借
、
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な
知
識
人
層

で
は
な
く
、
山
岳
の
修
道
院
で
暮
ら
す
こ
と
を
好
み
、
都
市
部
に
集
う
知
識

人
層
か
ら
は
異
質
な
存
在
と
し
て
見
ら
れ
た
修
道
士
た
ち
の
　
　
に
迫
る
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
か
り
と
な
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
学
者
は
～
般
に
、
文
献
学
者
が
校

訂
し
活
字
化
し
た
テ
ク
ス
ト
の
み
を
分
析
の
対
象
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
言
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う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
特
定
の
テ
ク
ス
ト
が
成
立
し
、
保
存
な
い
し
破
棄
さ

れ
る
経
緯
と
過
程
、
つ
ま
り
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
は
、
作
者
や
読
者
の
意
図
を

含
め
、
時
代
や
地
域
固
有
の
特
徴
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
伝
記
的
な
情
報
も

こ
れ
に
関
連
す
る
が
、
テ
ク
ス
ト
は
そ
の
書
か
れ
た
文
字
に
よ
っ
て
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
も
、
解
読
さ
れ
る
べ
き
歴
史
的
痕
跡

を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
い
う
一
修
道
士
に
関
連
す
る
わ

ず
か
ば
か
り
の
写
本
か
ら
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
写
本
生
悟
な
い
し
そ
の
利
用
の
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

体
像
を
描
き
出
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、

ビ
ザ
ン
ツ
の
修
道
士
の
写
本
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、
そ
れ
が
有

益
な
手
が
か
り
を
供
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
写
本

を
歴
史
的
に
読
み
解
く
作
業
、
写
本
の
テ
ク
ス
ト
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
通
じ

て
彼
ら
の
日
常
生
活
や
同
時
代
の
文
化
や
政
治
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
作
業
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
試
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
パ
リ
写
本
に
付
き
ま
と
う
～
つ
の
困
難
な
問
題
は
、
そ
も
そ

も
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
そ
れ
を
作
成
し
た
こ
と
を
事
実
と
し
て
示
す
明

確
な
証
拠
が
欠
如
し
て
い
る
一
方
で
、
彼
と
の
関
係
を
可
能
性
と
し
て
ほ
の

め
か
す
痕
跡
が
そ
の
中
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
写
本
の
作
者
を

特
定
す
る
た
め
の
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
写
本
内
外
の
情
報
、
す
な

わ
ち
写
本
中
に
記
さ
れ
た
写
字
生
の
名
前
と
、
彼
な
い
し
彼
女
を
指
し
示
す

別
写
本
、
別
史
料
中
の
記
述
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
特
定
の
写
字
生
が
当
該
写

本
の
内
外
い
ず
れ
か
の
言
及
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
単
に
古
の
書
物

を
書
写
し
た
だ
け
の
無
記
名
の
写
本
で
あ
っ
て
も
、
筆
跡
の
比
較
に
よ
っ
て

作
者
の
異
同
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
リ
写
本
に
関
し
て
み
れ
ば
、

こ
の
…
般
的
な
手
が
か
り
を
見
出
す
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
パ
リ
写
本
に
は
先
述
の
と
お
り
作
者
の
み
な
ら
ず
作
成
地
、
作
成
年
の
記

載
も
あ
り
、
な
る
ほ
ど
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
自
身
が
そ
れ
を
作
成
し
た
と

解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
｝
方
で
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
い
う
名
の
別

の
修
道
士
が
作
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
二
入
の
ア
タ
ナ
シ

オ
ス
を
同
～
人
物
と
す
る
議
論
は
依
然
と
し
て
決
定
的
な
根
拠
を
欠
き
、
推

測
な
い
し
示
唆
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
十
分
な
証
拠
を
欠

く
袋
小
路
的
な
状
況
に
あ
っ
て
、
一
体
ど
の
よ
う
な
論
証
の
突
破
口
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
の
議
論
で
は
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道

士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示

す
新
た
な
証
拠
を
、
写
本
に
即
し
て
発
見
・
提
示
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
。

①
古
代
以
来
の
ギ
リ
シ
ア
語
に
よ
る
文
字
文
化
が
存
続
し
た
上
、
七
、
八
世
紀
頃

　
に
筆
記
に
よ
り
適
し
た
小
文
字
体
（
ミ
ナ
ス
キ
ュ
ー
ル
）
が
創
出
さ
れ
た
ビ
ザ
ン

　
ツ
で
は
、
確
実
に
、
そ
の
歴
史
を
通
じ
て
膨
大
な
量
の
写
本
が
生
産
さ
れ
た
。
小

　
文
字
体
に
つ
い
て
は
、
”
．
U
①
＜
お
Φ
ω
ω
ρ
奪
讐
。
§
ら
職
§
昏
N
薄
誌
憂
ミ
§
§
ミ
圃
嵜

　
噂
帽
題
（
℃
匿
グ
這
α
駆
y
ω
？
ω
㎝
を
参
照
。
ビ
ザ
ン
ツ
に
由
来
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
写

　
本
を
最
も
多
く
所
蔵
す
る
の
は
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
教
皇
庁
図
書
館
（
じ
d
旨
問
。
冠
＄

　
〉
噂
0
6
。
6
｝
8
印
く
巴
。
雪
p
）
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
・
ギ
リ
シ
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ア
語
写
本
（
O
。
段
①
ω
〈
巴
B
巴
σ
q
噌
器
。
一
）
の
総
数
は
二
六
〇
〇
余
に
及
ぶ
。
な

　
お
現
在
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
九
冊
の
写
本
カ
タ
ロ
グ
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
三
分
の

　
二
の
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。

②
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
つ
い
て
の
高
角
的
な
研

　
究
は
、
　
》
㌔
ζ
．
鷺
．
↓
巴
げ
。
∬
．
↓
甥
①
℃
良
臣
霞
畠
〉
夢
碧
郎
玖
¢
ω
（
郎
Q
。
0
6
G
。
　

　
一
G
o
O
ω
－
O
り
）
9
誹
匹
酔
Φ
O
げ
貫
0
7
、
り
b
獄
ミ
い
ミ
§
u
9
簿
恥
ミ
知
勇
卜
⊃
刈
（
一
Φ
刈
ω
γ
“
I
G
Q
ω
…

　
旨
．
ピ
．
b
づ
o
o
す
導
類
闇
O
》
ミ
ベ
触
出
さ
ミ
謡
尋
N
馬
ぎ
ト
ミ
偽
鍵
鎧
ミ
帖
ミ
肉
出
自
賊
、
、
恥
、
鉢
鴇
ミ
骨

　
誉
、
導
魅
麺
、
識
ミ
惑
亀
尉
駄
」
ミ
ミ
恒
ミ
脳
＆
駄
9
誠
ミ
ミ
㍉
、
N
萎
む
（
日
げ
①
ω
ω
巴
。
巴
鉱
Ψ

　
6
c
O
b
O
y
凱
①
β
§
鴨
O
浮
ミ
惑
§
糺
き
織
ミ
肉
§
、
，
§
、
§
鴨
培
o
N
ミ
禽
駄
暮
鳴
凄
㍗

　
識
ミ
き
郎
暮
ミ
ミ
三
舞
駄
9
蕊
琳
§
§
塵
払
（
窯
の
≦
＜
o
H
〆
｝
⑩
O
ω
）
な
ど
。
筆
者
の
課

　
程
博
士
学
位
請
求
論
文
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と

　
宋
期
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
危
機
隔
（
京
都
大
学
、
二
〇
〇
六
年
度
提
出
）
も
あ
わ
せ

　
て
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
同
論
文
の
補
論
一
「
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
直
筆

　
写
本
は
現
存
す
る
か
？
漏
の
㎝
部
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

③
代
表
的
な
史
料
に
二
篇
の
聖
人
伝
と
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
自
身
の
書
簡
と
が
あ
る
。

　
日
ぽ
8
欝
冴
8
ω
費
①
ω
ε
g
蝕
［
P
＞
・
℃
碧
p
傷
。
℃
o
鎗
。
。
。
・
〆
曾
鎖
ヨ
①
器
Φ
島
‘
　
≦
ミ

　
郎
ミ
ミ
ミ
減
甲
N
§
騎
ミ
ー
蔚
馬
ミ
幕
。
嵩
ぴ
蔓
ら
携
心
轟
。
》
瀞
ミ
ド
ミ
ξ
肉
ミ
§
窃
神
曼
勉
－

　
譜
ミ
竪
ミ
讐
か
禽
。
青
き
ミ
甑
紺
封
刈
①
（
お
O
⊆
月
γ
一
－
0
（
以
下
、
§
§
q
駐
職
ミ
ミ
出
ミ

　
と
略
記
）
こ
。
ω
①
嘗
密
互
莚
。
9
ミ
ミ
ミ
ぎ
§
鳶
㌶
∪
φ
課
四
羅
ω
①
倉

　
、
H
e
畠
要
田
Ω
ざ
①
蹄
O
e
M
e
≦
ゆ
魅
7
9
藁
（
日
げ
⑩
二
巴
。
鉱
悼
蝕
む
。
◎
c
o
V
冒
嚇
O
－
U
O
鱒
■
ア

　
タ
ナ
シ
オ
ス
の
書
簡
は
現
在
、
一
三
〇
通
ほ
ど
が
校
請
さ
れ
て
い
る
。
》
㌔
ζ
■

　
ζ
．
↓
巴
げ
。
戸
§
鴨
O
ミ
壽
魯
§
毫
～
ら
恥
駄
醇
暮
ミ
ミ
鴇
ミ
N
建
肺
款
ミ
、
鼻
駄
9
蕊
ミ
ミ
塾

　
昌
愚
ミ
ト
ミ
尉
議
8
N
ぎ
南
愚
鴨
、
o
、
，
出
謡
ミ
，
§
§
翁
斜
ミ
鳴
ミ
簿
鳶
駄
馬
ぎ
賊
§
驚
識
ミ

　
誉
ミ
凡
酵
§
ミ
§
鼠
織
穿
（
≦
舘
江
・
σ
q
8
戸
∪
・
ρ
6
誤
）
一
国
．
℃
舞
Φ
山
濫
費
ρ
国
導
ミ
ミ
ー

　
鴇
8
ト
き
、
註
ミ
，
き
ミ
」
G
Q
蕊
ミ
ミ
§
毫
紺
貸
め
。
◎
や
N
め
箪
N
Q
Q
皐
N
O
o
O
等
郎
ミ
ミ
q
ミ

　
鳴
ミ
翫
ミ
N
竃
馬
罫
怯
ミ
き
§
9
帖
O
起
ミ
ミ
8
ミ
ミ
鴨
ミ
ミ
賢
駄
鞄
簿
黛
ミ
ミ
督
黛
ミ
蹄
静
俺
駄
起
。
誌
防

　
（
】
）
．
℃
露
野
師
げ
霧
グ
d
巴
く
Φ
H
ω
詳
畷
。
｛
O
×
｛
o
乱
曽
8
0
僻
y
パ
テ
ダ
キ
ス
は
ア
レ
ク
サ

　
ン
ド
リ
ア
総
主
教
座
の
隷
書
館
に
お
い
て
薪
た
な
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
書
簡
を
発
見
し
、

　
写
本
伝
来
（
器
窪
ω
。
暑
酔
霞
薮
謀
8
）
に
つ
い
て
の
薪
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

　
奪
ミ
M
一
蒔
ω
－
α
9

④
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
識
字
は
同
時
代
の
西
欧
よ
り
も
一
般
的
に
高
か
っ
た
と
考

　
え
ら
れ
て
い
る
。
O
｛
．
カ
．
b
ご
δ
≦
昌
冨
α
q
噛
、
ご
8
鎚
。
く
ぎ
費
Φ
b
ヴ
岩
p
p
銘
p
Φ
乏
。
ユ
畠
、
▼

　
謹
捜
ミ
ミ
ミ
轟
嵩
駄
§
譜
、
謡
O
、
，
恥
罫
9
ミ
題
心
（
一
り
刈
Q
◎
γ
Q
Q
Ψ
㎝
分
竃
．
竃
β
質
Φ
貫

　
．
≦
蹄
ぎ
α
q
ヨ
Φ
碧
ξ
白
Φ
臼
Φ
＜
既
b
d
養
き
甑
¢
舅
、
”
ヨ
”
即
竃
。
囚
蒼
①
臥
。
犀
Φ
縣
ご
§
魅

　
穿
題
駄
卜
賊
ミ
高
望
註
穿
、
母
藝
偽
竃
N
繭
ミ
嬉
鴨
（
○
鶴
臼
鐸
筏
σ
q
P
一
り
c
o
り
y

　
一
α
守
c
Q
伊
｝
．
毛
碧
冒
α
q
圃
、
鼠
。
目
餌
ω
鼠
。
お
餌
島
島
α
Q
す
§
Φ
㊦
δ
く
Φ
葺
7
き
聖
旨
巴
｛
3

　
0
Φ
鯉
山
置
6
。
一
象
く
ぎ
⑦
器
。
⑦
犀
け
。
噌
b
σ
《
N
p
曇
ぎ
Φ
貯
ニ
リ
．
」
⇔
一
翼
■
ζ
巳
冨
詳
p
p
儒
》
．

　
囚
マ
げ
矯
Φ
傷
ご
き
、
・
瀞
§
ミ
き
議
浮
甘
ミ
ミ
鳴
§
馬
ミ
幕
自
肉
q
引
当
駐
鳩
N
象
9
N
め
O
O

　
（
じ
u
⑦
瓢
器
F
む
O
ジ
9
0
山
④
　
窓
q
Φ
葬
、
ご
8
鎚
。
冨
ω
o
＝
螺
6
。
純
①
羽
尺
ぎ
α
q
し
d
《
鑓
早

　
酔
写
㊦
ヨ
。
昌
器
鼠
。
ぎ
く
ω
三
〇
同
坤
①
ω
ド
ぎ
H
O
■
麟
9
目
①
ω
鋤
湿
仙
い
≦
碧
δ
α
q
”
卜
蹄
ミ
§

　
肉
蹴
窺
ミ
翫
§
§
ミ
さ
、
ミ
逡
潔
い
§
惑
謹
ミ
騎
鴇
§
§
鍵
N
織
ミ
匙
ミ
ミ
ミ
じ
さ
曼
§
栽

　
（
ピ
Φ
己
①
P
節
O
O
b
っ
）
甲
一
①
㎝
匹
o
Q
9

⑤
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
古
典
文
献
学
お
よ
び
鋪
識
人
に
よ
る
写
本
生
産
に
つ
い
て

　
は
、
累
O
．
§
ぴ
§
鳩
恥
き
ミ
ミ
雪
駄
書
劣
ミ
画
ミ
嵩
（
い
。
昌
ら
o
P
一
⑩
O
①
甲
お
く
“
Φ
9
）
に
詳

　
し
い
。
ビ
ザ
ン
ツ
の
著
名
な
人
物
の
直
筆
写
本
が
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と
自

　
体
は
稀
有
な
こ
と
で
は
な
い
。
初
期
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
の
知
識
人
で
は
、
た
と

　
え
ば
、
キ
プ
ロ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
、
マ
ク
シ
モ
ス
・
プ
ラ
ヌ
ー
デ
ス
、
テ
オ
ド

　
ロ
ス
・
メ
ト
キ
テ
ス
ら
の
直
筆
写
本
が
現
存
し
て
い
る
。

⑥
文
献
学
者
た
ち
は
轡
物
文
化
の
探
求
と
い
う
遵
を
通
じ
て
、
社
会
・
文
化
史
的

　
領
野
に
接
近
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
国
■
国
旨
α
q
Φ
斜
浄
ミ
職
ぴ
§
ミ
N
蹴
卜
§
嶺
§

　
鐘
憩
ミ
護
、
ミ
鳴
嘗
霜
ミ
§
跨
同
工
ヒ
O
§
寒
ミ
縣
ミ
（
該
癖
巳
。
貫
6
Q
Q
り
）
や
ρ
竃
き
α
q
o
o
梓

　
巴
．
㊦
q
こ
孕
N
§
ミ
ミ
b
d
8
瀞
防
§
職
b
ご
8
ぎ
N
§
（
≦
器
ゲ
ぎ
σ
q
8
P
U
b
↓
一
り
刈
9
な
ど
が

　
代
表
的
な
研
究
。
緻
密
な
文
献
学
的
分
析
を
も
と
に
、
特
定
の
写
本
成
立
の
歴
史

　
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
優
れ
た
議
論
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
》
・
≧
Φ
図
餌
置
ρ
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9
譜
聴
建
、
蔚
軌
ミ
鈎
Q
ミ
鴨
§
疑
N
軌
躇
、
ミ
駐
出
二
面
電
軸
（
乏
窃
ゲ
ぎ
σ
q
8
戸
P
O
▼

む
り
①
）
。
欧
米
の
ビ
ザ
ン
ツ
研
究
の
世
界
に
お
い
て
文
献
学
と
古
文
書
学
の
歴
史

は
古
く
、
重
要
な
業
績
も
多
い
。
こ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
の
文

学
作
品
の
多
く
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
を
経
由
し
て
西
欧
に
伝
来
し
た
た
め
で
あ
る
。
本

稿
で
も
言
及
さ
れ
る
ベ
ル
ナ
…
ル
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
（
一
六
五
五
－
一
七

四
…
年
）
な
ど
が
そ
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
。
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
語

写
本
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
ビ
．
U
．
幻
Φ
葦
。
崔
ω
雪
店
茗
．
O
．
≦
帥
♂
o
P
浄
滝
い
題

§
眠
浄
ぎ
奪
議
（
○
改
O
置
レ
④
⑩
朗
Q
。
a
Φ
8
（
西
村
賀
子
・
吉
村
純
央
訳
『
古
典
の

継
承
者
た
ち
㎞
国
文
社
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。
わ
が
国
の
西
洋
史
学
界
で
は
、

そ
れ
を
専
門
と
す
る
学
者
の
不
在
も
あ
っ
て
、
文
献
学
や
古
文
書
学
は
単
な
る
歴

史
補
助
学
と
し
て
無
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
最
近
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研

究
者
の
間
で
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
J
・
マ
ビ
ヨ
ン
（
宮
松
浩
憲
訳
）

魍
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
古
文
書
学
㎞
（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
國
方
啓

司
・
直
江
眞
一
編
『
史
料
が
語
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
撫
（
刀
水
害
房
、
二
〇
〇
四

年
）
、
高
山
博
・
池
上
俊
一
編
噸
西
洋
中
世
学
入
門
㎞
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
五
年
）
の
刊
行
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

第
一
章

先
行
研
究
の
概
観

　
ー
モ
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
か
ら
パ
テ
ダ
キ
ス
ま
で

　
～
部
の
研
究
者
は
、
パ
リ
写
本
の
作
者
が
ガ
レ
シ
オ
ン
滞
在
時
の
総
主
教

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ガ
レ
シ
オ
ン
と
は
、
小

ア
ジ
ア
の
エ
フ
ェ
ソ
ス
北
部
に
栄
え
た
山
岳
修
道
院
共
同
体
、
す
な
わ
ち
聖

　
　
　
①

山
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
就
任

す
る
以
前
、
一
八
年
間
こ
の
ガ
レ
シ
オ
ン
に
滞
在
し
た
と
伝
記
作
者
が
伝
え

て
い
る
た
め
、
彼
ら
は
こ
の
若
き
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
当
該
写
本
の
作
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
と
推
測
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
彼
ら
の
主
張
を
検
討
す
る
前
に
、
こ
の

写
本
の
特
徴
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
こ
う
。
内
容
は
、
一
一
世
紀
半
ば
に
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
郊
外
に
テ
オ
ト
コ
ス
・
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ィ
ス
修
道

院
を
創
建
し
た
修
道
士
、
パ
ウ
ロ
ス
・
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ィ
ノ
ス
が
編
纂
し
た

修
道
生
活
に
間
す
る
名
句
集
（
フ
ロ
リ
レ
ギ
ウ
ム
）
、
一
般
に
『
シ
ュ
ナ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ゲ
』
あ
る
い
は
『
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ィ
ノ
ス
』
と
呼
ば
れ
る
作
品
の
第
四
巻
で

あ
る
。
彼
ら
の
注
意
を
惹
い
た
の
は
、
こ
の
写
本
の
奥
付
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
百
行
に
お
よ
ぶ
韻
文
と
モ
ノ
コ
ン
デ
ュ
ロ
ス
（
～
筆
書
き
の
語
句
を
連
ね

た
文
章
）
と
が
作
者
に
よ
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
一
八
世
紀
初
頭
に
こ
の
写
本
に
注
目
し
た
モ
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
は
、
奥
付
末

尾
に
あ
る
モ
ノ
コ
ン
デ
ュ
ロ
ス
を
解
読
し
、
こ
の
奥
付
は
「
ゲ
ネ
シ
オ
ス
の

修
道
院
に
お
い
て
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
手
で
雪
田
写
。
＜
一
門
。
。
＜
ゴ
鼠
o
d
ゆ
蚤

×
。
。
る
α
『
〉
①
§
ρ
q
8
d
」
、
第
四
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
イ
オ
ン
、
二
月
一
七
日
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

曜
臓
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
｝
九
世
紀
末
に
は
、
オ
モ
ン

が
モ
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
の
読
み
を
修
正
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
モ
ン
フ

ォ
ー
コ
ン
が
「
ゲ
ネ
シ
オ
ス
の
門
。
。
く
』
q
8
e
」
と
読
ん
だ
語
が
正
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
ガ
レ
シ
オ
ン
の
同
g
ン
ゴ
鼠
o
d
」
と
読
ま
れ
る
べ
き
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
半
ば
に
こ
の
写
本
を
改
め
て
検
討
し
た
ベ
ル
ギ
ー
の
ボ
ラ
ン
デ
ィ
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ス
ト
（
聖
人
伝
編
集
に
従
事
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
）
、
ア
ル
カ
ン
は
、
オ
モ

ン
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
ガ
レ
シ
オ
ン
の
鳳
の
読
み
を
支
持
し
た
上
で
、

奥
付
の
作
成
年
代
を
特
定
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
写
本
は
筆
跡
の
特
徴
か
ら

一
三
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
＝
二
世
紀
に
お
い
て
、
第

四
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
イ
オ
ン
の
二
月
一
七
日
が
水
曜
日
で
あ
っ
た
の
は
一
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
年
の
み
で
あ
る
と
い
う
。

　
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
文
献
学
者
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ア
ル
カ
ン
の
学
説
を
支
持

す
る
と
同
時
に
、
よ
り
．
大
胆
な
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
彼
は
こ
れ
ま
で
注

目
さ
れ
て
き
た
モ
ノ
コ
ン
デ
ュ
ロ
ス
で
は
な
く
、
そ
の
手
前
に
置
か
れ
た
韻

文
の
記
述
に
注
意
を
喚
起
す
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
は
写
本
作
成
の
経

緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
冒
頭
部
で
は
、
パ
ウ
ロ
ス
・
エ

ウ
エ
ル
ゲ
テ
イ
ノ
ス
の
著
作
の
写
本
が
、
テ
オ
ド
リ
ト
ス
、
マ
カ
リ
オ
ス
、

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
三
名
の
修
道
士
に
よ
っ
て
、
「
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
院
の

た
め
に
品
掌
。
歯
り
9
ぎ
鼠
。
ご
」
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
写
本
の
作
成
地
が
ゲ
ネ
シ
オ
ス
の
修
道

院
で
は
な
く
、
ガ
レ
シ
オ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
い
で
、
韻
文

末
尾
の
数
行
に
ヨ
セ
ブ
の
名
が
、
「
こ
の
修
道
院
の
ム
ネ
ス
ト
ル
、
我
が
父

に
し
て
賢
明
な
る
教
師
d
評
零
。
ぐ
藷
d
o
ゆ
7
ぐ
5
Q
d
o
O
o
の
仰
竿
。
ご
彩

試
g
d
O
α
の
x
g
q
o
曾
。
ψ
⑰
ふ
g
q
x
螂
ざ
e
」
と
醤
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

す
る
。
ム
ネ
ス
ト
ル
7
誌
q
d
o
O
と
い
う
名
詞
は
一
般
に
は
求
愛
者
や
婚
約
者

を
意
味
す
る
が
、
彼
は
、
｝
三
世
紀
半
ば
に
ガ
レ
シ
オ
ン
の
首
長
を
経
て
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
就
任
し
た
ヨ
セ
ブ
（
在
位
＝
「
六
七
－

七
五
年
、
八
三
年
）
が
大
教
会
の
シ
ュ
ナ
ク
サ
リ
オ
ン
（
典
礼
文
書
）
に
お

い
て
ム
ネ
ス
ト
ル
の
語
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
奥
付
に

現
れ
る
附
議
ブ
が
総
主
教
ヨ
セ
ブ
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て

高
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
続
け
て
、
彼
は
、
後
の
総
主
教
ア
タ
ナ
シ

オ
ス
が
一
二
六
一
年
の
時
点
で
ガ
レ
シ
オ
ン
に
暮
ら
し
て
い
た
と
考
え
、
写

鉢
生
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
総
主
教
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
同
一
人
物
で
あ
る
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
最
後
の
説
に
つ
い
て
は
ウ
ィ
ル
ソ

ン
も
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
彼
は
、
一
四
世
紀
の
知

識
人
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
・
グ
レ
ゴ
ラ
ス
の
発
し
た
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
教
養
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

欠
い
て
い
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
正
当
な
評
価
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
同
一
人
物
質
は
信
愚
性
の
乏
し
い
も
の
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
明
確
な
言
及
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
ア
タ
ナ
シ
オ
ス

同
一
人
物
毎
を
示
唆
に
留
め
る
の
は
ほ
か
に
も
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一

三
世
紀
の
ガ
レ
シ
オ
ン
で
は
多
く
の
写
本
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
ア

タ
ナ
シ
オ
ス
が
そ
れ
に
従
事
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ル

カ
ン
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
が
作
成
し
た
写
本
お
よ
び

ガ
レ
シ
オ
ン
の
図
書
室
に
属
し
て
い
た
写
本
は
、
確
認
し
う
る
限
り
、
約
二
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ガレシオンの修道士アタナシオスとは何者か（橋川）

○
冊
が
現
存
す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
ガ
レ
シ
オ
ン
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

斜
な
写
本
一
四
冊
の
う
ち
、
四
冊
が
一
三
世
紀
に
特
定
で
き
る
と
い
う
。
も

ち
ろ
ん
麗
安
に
し
か
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
二
世
紀
が
三

冊
、
　
四
か
ら
一
五
世
紀
が
～
冊
と
い
う
事
実
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
　

三
世
紀
の
ガ
レ
シ
オ
ン
に
お
い
て
写
本
作
成
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能

性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
自
身
が

検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
＝
二
世
紀
に
は
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
い
う
名
の
写
字

生
が
複
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
パ
リ
写
本
以
外
の
ほ
か
に
、
；
一
世

紀
に
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
い
う
名
の
修
道
士
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
写
本
を
三
点
挙
げ
、
い
ず
れ
の
筆
跡
も
パ
リ
写
本
の
そ
れ
と
は
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
研
究
は
ギ
リ
シ
ア
語
写
本
に
関
係
す
る
い
く
つ
か
の
問
題

へ
の
覚
書
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
パ
リ
写
本
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス

に
つ
い
て
決
定
的
な
学
説
を
提
示
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
他
方
、
ヨ
セ

ブ
の
同
定
に
つ
い
て
の
彼
の
主
張
は
、
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ろ
確
実
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
二
六
一
年
の
時
点
で
ガ
レ
シ
オ
ン
の
首
長

が
後
の
総
主
教
の
ヨ
セ
ブ
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
大
教
会
の
シ
ュ

ナ
ク
サ
リ
オ
ン
で
二
三
ブ
が
ム
ネ
ス
ト
ル
の
名
詞
に
よ
っ
て
も
呼
ば
れ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
同
定
に
異
論
が
入
る
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
ア
ル
カ
ン
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
研
究
か
ら
数
年
後
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の

古
文
書
学
者
ト
ゥ
ー
リ
ン
が
パ
リ
写
本
と
ほ
ぼ
同
一
筆
跡
の
写
本
が
存
在
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
こ
と
を
突
き
止
め
て
い
る
。
件
の
写
本
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
・
レ
ギ
ネ
ン
シ

ス
の
ギ
リ
シ
ア
語
写
本
六
三
番
、
正
確
に
言
え
ば
、
こ
の
写
本
の
わ
ず
か
ニ

フ
ォ
リ
オ
で
あ
る
。
一
一
月
用
典
礼
文
を
内
容
と
す
る
こ
の
写
本
に
も
、
パ

リ
写
本
と
同
じ
く
奥
付
が
あ
り
、
そ
こ
に
作
者
、
作
成
年
な
ど
の
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
作

成
地
は
ガ
レ
シ
オ
ン
、
作
者
は
修
道
士
バ
ル
ラ
ー
ム
。
作
成
年
月
は
ビ
ザ
ン

ツ
歴
六
七
六
八
年
、
第
工
ニ
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
ン
、
す
な
わ
ち
西
暦
一
二

五
九
年
九
月
か
ら
一
一
…
六
〇
年
八
月
に
か
け
て
。
そ
の
ほ
か
、
皇
帝
ア
ン
ゲ

ロ
ス
・
コ
ム
ネ
ノ
ス
（
ヨ
ア
ネ
ス
濁
世
ラ
ス
カ
リ
ス
）
、
ミ
カ
エ
ル
・
パ
ラ

イ
オ
ロ
ゴ
ス
、
ガ
レ
シ
オ
ン
首
長
ヨ
セ
ブ
へ
の
醤
及
が
あ
る
。

　
こ
の
奥
付
の
記
述
の
み
を
見
れ
ば
、
こ
の
写
本
が
＝
一
五
九
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
の
あ
る
時
期
に
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
バ
ル
ラ
ー
ム
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ト
ゥ
ー
リ
ン
は
写
本
全
体
を
検

討
し
た
結
果
、
お
よ
そ
一
四
〇
あ
る
フ
ォ
リ
オ
の
う
ち
、
第
三
一
フ
ォ
リ
オ

表
面
か
ら
第
三
　
ヲ
ォ
リ
オ
裏
面
ま
で
の
筆
跡
が
そ
れ
以
外
の
部
分
と
は
異

な
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
彼
は
、
こ
の
ニ
フ
ォ
リ
オ

分
の
筆
跡
が
パ
リ
写
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で

あ
る
。
実
際
に
二
つ
の
写
本
の
図
版
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
が
同
一
人
物
の

筆
跡
で
あ
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て
お
り
ふ
ト
ゥ
ー
リ
ン
の
主
張
に
疑
問
の
余
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⑬

地
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
パ
リ
写
本
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス

の
筆
跡
が
他
の
写
本
中
に
確
認
で
き
る
と
し
て
も
、
こ
の
事
実
が
明
ら
か
に

す
る
歴
史
的
情
報
は
限
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
一
二
六
一
年
の
写

本
の
作
者
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
一
二
五
九
年
も
し
く
は
一
二
六
〇
年
に
も
ガ
レ

シ
オ
ン
に
滞
在
し
て
お
り
、
修
道
士
バ
ル
ラ
ー
ム
と
と
も
に
写
本
作
成
に
携

わ
っ
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
二
つ
の
写
本
に
痕
跡
を
残
し
て
い
る
か
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
か

つ
写
字
生
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
学
者
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク

は
、
後
の
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
の
同
～
人
物
説
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
以
上
に

強
く
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
直
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
実

に
わ
か
る
写
本
が
現
存
し
な
い
以
上
、
比
較
の
方
法
に
よ
っ
て
パ
リ
写
本
の

作
者
を
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
特
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
認
め
、
い
く

つ
か
の
間
接
証
拠
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
一
人
物
説
の
蓋
然
性
を
高

　
　
　
　
　
⑭

め
よ
う
と
す
る
。

　
彼
の
説
明
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
ご
二
世
紀
に

お
い
て
ガ
レ
シ
オ
ン
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
修
道
士
の
う
ち
、

こ
の
写
本
以
外
で
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
名
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
総
主

教
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
み
で
あ
る
。
次
い
で
、
伝
記
の
記
述
を
信
用
す
れ
ば
、

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
一
二
六
一
年
の
時
点
で
ガ
レ
シ
オ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
伝
記
の
記
述
が
信
頼
で
き
る
と
す
れ

ば
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
ガ
レ
シ
オ
ン
滞
在
時
に
多
く
の
宗
教
文
献
を
読
書
し

て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
彼
を
無
学
と
評
し
た
グ
レ
ゴ
ラ
ス
の
記
述
を
退
け

る
と
と
も
に
、
彼
に
写
本
作
成
の
た
め
の
識
字
能
力
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
四
つ
目
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ヨ
セ
ブ
と
の
密
接
な

関
係
で
あ
る
。
パ
リ
写
本
の
奥
付
は
、
ヨ
セ
ブ
と
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
間
に
密

接
な
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
一
方
、
総
主
教
の
ア
タ
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

オ
ス
も
そ
の
書
簡
の
中
で
ヨ
セ
ブ
に
対
し
好
意
的
な
記
述
を
残
し
て
い
る
。

最
後
は
、
写
字
生
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
優
秀
な
修
道
士
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
。
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
は
、
知
的
能
力
の
面
で
も
霊
性
の
面
で
も
周
囲
か

ら
認
め
ら
れ
た
修
道
士
の
み
が
写
本
作
成
に
従
事
で
き
た
と
考
え
、
当
時
の

ガ
レ
シ
オ
ン
に
お
い
て
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
そ
う
し
た
修
道
士
の
～
人
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
た
だ
ろ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
想
定
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
ガ
レ
シ

オ
ン
に
お
い
て
卓
越
し
た
修
道
士
に
な
っ
た
と
い
う
伝
記
の
記
述
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

彼
の
そ
の
後
の
政
治
的
上
昇
と
上
手
く
調
和
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
の
説
明
は
、
果
た
し
て
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス

同
一
人
物
説
の
蓋
然
性
を
高
め
る
有
効
な
説
明
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
依
然
不
十
分
で
あ
る
。
彼
の
挙
げ
る
間
接
証
拠

を
一
つ
ず
つ
検
証
し
て
み
よ
う
。
第
一
点
目
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
見
て
、

ビ
ザ
ン
ツ
の
修
道
士
の
大
多
数
は
史
料
に
名
を
留
め
る
こ
と
の
な
い
無
名
の

存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
一
般
論
的
反
論
が
可
能
で
あ
る
し
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
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と
い
う
名
が
修
道
士
名
と
し
て
｝
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
仮
に
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
院
共
同
体
が
数
名
の
修
道
士

か
ら
な
る
き
わ
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
両
ア
タ
ナ
シ
オ

ス
が
同
一
人
物
で
あ
る
．
司
能
性
は
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

数
十
名
以
上
の
修
道
士
人
口
を
擁
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
二
点
目
に
つ
い
て
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
一
二
六
一
年
の
時
点
で
ガ
レ
シ
オ

ン
に
暮
ら
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
彼
が
滞
在
八
年
目
に
ア
カ
キ
オ
ス
か
ら
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
へ
と
改
名
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
と
い
う
伝
記
の
報
告
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
一
二
六
一
年

の
時
点
で
す
で
に
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
新
名
を
名
乗
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
依
然
ア
カ
キ
オ
ス
の
名
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

実
質
、
彼
の
ガ
レ
シ
オ
ン
滞
在
の
時
期
に
関
す
る
我
々
の
手
が
か
り
は
二
つ

し
か
な
い
。
一
つ
は
、
彼
が
お
よ
そ
一
八
年
間
ガ
レ
シ
オ
ン
に
滞
在
し
た
で

あ
ろ
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
合
同
反
対
派
へ
の
弾
圧
が
ア
ト
ス
に
及
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

＝
｝
七
六
年
頃
ま
で
、
彼
が
ア
ト
ス
に
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ガ
レ
シ
オ
ン
か

ら
ア
ト
ス
へ
の
移
動
が
一
一
ぞ
～
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
一
二

六
一
年
の
時
点
で
彼
の
名
は
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
し
、
そ

れ
が
＝
～
七
　
年
以
降
で
あ
れ
ば
、
旧
名
の
ア
カ
キ
オ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
移
動
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
明
確
で
な
い
以
上
、

両
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
名
前
の
一
致
は
決
定
的
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

　
三
点
目
か
ら
五
点
目
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
が
、
い
ず

れ
も
証
拠
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
識
字
・
写
本
作
成
能

力
、
首
長
単
一
ブ
と
の
緊
密
な
関
係
、
ガ
レ
シ
オ
ン
内
部
で
の
高
評
価
、
こ

れ
ら
要
件
す
べ
て
を
満
た
す
別
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
存
在
し
た
可
能
性
は
排

除
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
の
研
究
か
ら
お
よ
そ
二
〇
年
を
隔
て
て
、
ギ
リ
シ

ア
出
身
の
若
手
の
文
献
学
者
パ
テ
ダ
キ
ス
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
提
出
し

た
博
士
論
文
に
お
い
て
パ
リ
写
本
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
彼
は
総
主
教
ア

タ
ナ
シ
オ
ス
の
学
歴
と
教
養
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
で
、
パ
リ
写
本

の
作
者
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
問
題
に
言
及
し
、
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
の
所
説
に
賛
意

　
　
　
　
　
⑳

を
表
し
て
い
る
。
彼
は
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
の
挙
げ
た
間
接
証
拠
の
ほ
か
に
、
パ

リ
写
本
奥
付
の
言
語
と
構
文
の
特
徴
が
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
そ
れ
と
一

致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
結
果
と
し
て
、
パ
リ
・
ギ
リ
シ
ア
語
写
本
八
五

七
番
の
作
者
と
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
一
世
を
同
一
人
物
と
み
な
す
見
解
に

は
十
分
に
根
拠
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
私
見
で
は
、
土
語
お
よ

び
構
文
の
特
徴
の
一
致
が
同
一
人
物
説
の
十
分
な
根
拠
と
な
り
う
る
の
か
、

と
い
う
疑
義
が
残
る
。

　
パ
リ
写
本
奥
付
の
言
語
・
構
文
の
主
な
特
徴
は
、
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
に
よ
れ

ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
つ
の
単
語
を
組
み
合
わ
せ
て
作
っ
た

副
詞
や
名
詞
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
。
次
い
で
、
曾
を
使
わ
ず
、
。
・
脚
の
み
で
接
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続
法
の
節
が
導
か
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ア
オ
リ
ス
ト
接
続
法
が
未
来

直
接
法
に
代
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
パ
テ
ダ
キ

ス
が
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
書
簡
の
仔
細
な
分
析
か
ら
導
い
た
諸
特
微
の

　
　
　
　
　
　
　
⑬

中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
実
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
同
一
人
物
説
を
よ
り
確
実
に
す
る
か
の

印
象
を
与
え
る
が
、
問
題
は
、
そ
の
共
通
す
る
特
徴
が
必
ず
し
も
ア
タ
ナ
シ

オ
ス
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
辞
書
に
も
見
ら
れ
な
い

特
殊
な
造
語
の
使
用
が
、
パ
リ
写
本
と
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
書
簡
の
双
方
に
確
認

で
き
る
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
は
あ
る
が
、
彼
以
外
の
修
道
士
や
文
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
そ
う
し
な
か
っ
た
と
は
想
定
し
が
た
い
。
ま
た
、
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
の
指
摘

す
る
文
法
に
つ
い
て
の
二
点
は
、
彼
自
身
や
そ
の
他
の
学
者
も
指
摘
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
よ
う
に
、
中
世
ギ
リ
シ
ア
語
の
一
般
的
特
徴
で
あ
る
。
結
局
、
パ
テ
ダ
キ

ス
の
挙
げ
る
第
六
の
根
拠
も
、
両
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
別
人
物
で
あ
っ
た
可
能

性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
一
致
の
意

味
す
る
こ
と
は
決
し
て
過
小
評
価
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
改
め

て
、
二
人
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
似
た
よ
う
な
学
歴
・
文
化
的
傾
向
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
文
法
に
関
す
る
特
徴
の
一

致
は
、
二
人
と
も
、
徹
底
し
て
擬
古
文
（
ア
ッ
テ
ィ
カ
方
言
）
に
こ
だ
わ
っ

た
知
識
人
層
と
は
生
活
・
文
化
的
背
景
を
異
に
す
る
著
述
家
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

①
ガ
レ
シ
オ
ン
の
歴
史
と
地
誌
に
つ
い
て
は
、
即
冨
蝕
戸
卜
跨
磯
駐
題
無
駐

　
ミ
ミ
§
§
題
§
鷺
七
二
へ
§
馬
§
嘗
§
織
誠
（
℃
巴
ω
▼
一
⑩
刈
窃
）
b
自
ふ
O
、
共
同
体

　
の
創
始
者
ラ
ザ
ロ
ス
に
つ
い
て
は
、
菊
．
℃
．
国
．
O
器
⑦
⇒
獣
巴
P
§
恥
卜
懸
駄

　
紫
雲
ミ
8
駄
罫
■
O
ミ
跨
§
胃
》
隷
恥
N
ミ
§
ミ
・
ら
§
§
望
博
ミ
ミ
恥
ミ
ミ
（
≦
騨
筈
一
三
8
P

　
U
．
ρ
b
O
O
O
）
を
参
照
。

②
§
§
駐
職
ミ
ミ
輪
ド
O
山
ρ

③
作
者
パ
ウ
ロ
ス
お
よ
び
作
品
に
つ
い
て
は
第
二
章
の
注
②
を
参
照
。

④
じ
σ
．
縣
⑦
ζ
o
馨
賦
q
o
O
卸
ミ
調
馬
§
奪
詠
碧
O
ミ
魯
織
（
℃
勉
詠
9
ミ
O
c
Q
ア
①
μ
G
Q
湛
⑩
．
モ

　
ン
フ
ォ
ー
コ
ン
に
よ
る
読
み
は
か
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　
＜
．
O
m
「
無
訂
窃
①
p
O
、
§
ミ
輌
き
恥
詮
ミ
㊧
§
ミ
“
＜
．
卜
。
（
い
Φ
首
臥
α
q
曽
一
①
一
ω
甲
卜
⊃
巳

　
①
e
甲
〇
一
．

⑤
国
．
O
冒
鼻
き
題
§
賊
騨
騎
ミ
§
霧
ミ
冴
鷺
§
§
§
寒
隷
b
d
§
§
電
心
ミ

　
寒
翫
§
ミ
恥
§
專
霜
黛
轄
謬
鴇
紳
貯
（
勺
碧
グ
一
〇
〇
鎗
y
感
．

⑥
閃
．
田
豪
p
、
ζ
帥
窓
。
。
9
房
α
Q
思
巴
。
奮
、
▼
勲
尋
き
註
ミ
δ
（
6
2
）
る
ト
。
一
心
メ

　
N
N
ら
。
・

⑦
回
訓
喜
9
8
？
①
σ
q
。
愛
甲
婁
捜
§
§
窺
§
§
昼
Φ
畠
．
じ
ω
。
財
。
で
2
（
b
d
8
p

　
一
c
Q
卜
⊃
甲
ω
O
γ
一
〇
P

⑧
客
Ω
．
護
ぎ
p
．
冨
。
奮
8
0
器
舞
暴
営
。
・
a
娼
房
、
w
恥
亀
蛍
ミ
§
曽
♂

　
（
一
㊤
①
じ
“
ω
一
山
b
o
ρ
ω
一
〇
Q
山
り
．

⑨
田
ま
p
。
℃
b
諮
b
。
下
心
α
’

⑩
誤
『
。
戸
。
唱
．
9
．
り
ω
寒
幽
O
．

⑪
ガ
レ
シ
オ
ン
は
単
～
の
修
道
院
で
は
な
く
、
複
数
の
修
道
院
か
ら
構
成
さ
れ
る

　
共
同
体
で
あ
っ
た
た
め
（
少
な
く
と
も
創
設
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
関
し
て
）
、

　
そ
の
長
は
修
道
院
長
を
表
す
一
般
的
な
語
孕
。
ご
蒔
く
。
の
で
は
な
く
、
員
O
o
ヨ
曾
↓
詔

　
（
首
長
）
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

⑫
〉
．
ゴ
蔓
戸
O
§
§
蓬
ミ
§
帖
鷺
ミ
叙
賜
§
ミ
跨
三
無
肖
『
逡
愚
、
帖
§
謹
㍗

　
匿
ミ
心
ミ
謹
謎
帖
蕊
偽
ミ
ミ
（
～
「
P
け
一
〇
効
旨
り
同
Φ
①
膳
）
》
壼
ム
①
鼠
浄
［
帥
鑓
①
。
。
一
㊤
磐
匹
b
o
O
．
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⑬
パ
リ
写
本
の
図
版
（
図
｝
）
は
、
囚
O
鋤
ヨ
已
。
。
。
冨
σ
q
9
鼠
U
「
田
「
臨
⇒
σ
q
①
H
曽

　
肉
魯
ミ
§
き
ミ
譜
、
讐
隠
さ
鋳
暮
免
嵜
奪
ミ
§
㌧
c
◎
O
？
N
O
O
9
＜
・
N
O
（
≦
①
弓
錨

　
冨
。
。
り
）
㍉
p
窪
Φ
O
（
辱
0
〈
）
を
参
照
。
レ
ギ
ネ
ン
シ
ス
写
本
の
図
版
（
三
二
）
は
、

　
↓
霞
《
戸
O
O
ミ
ら
題
§
織
ら
§
帖
讐
ミ
9
鼠
巳
Φ
卜
◎
O
（
｛
．
も
◇
b
σ
ご
を
参
照
。

⑭
い
U
Φ
。
可
。
r
．
¢
昌
8
♂
喜
。
p
幕
艮
ρ
器
仙
．
≧
げ
碧
霧
巴
Φ
O
鋤
霞
0
8
（
一
ら
。
Φ

　
ω
．
）
、
り
沁
ミ
ミ
翁
面
§
身
§
§
偽
恥
お
（
一
り
。
◎
α
）
口
⑩
刈
心
O
Q
。
■

⑮
同
巴
げ
9
§
恥
9
ミ
も
§
§
塁
⇒
。
．
＝
α
』
」
ω
マ
G
。
膳
マ

⑯
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
の
こ
の
晃
解
は
、
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
で
は
、
羊
皮
紙
が
高
価
で

　
入
手
し
に
く
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
紙
の
使

　
用
は
一
三
世
紀
頃
よ
り
徐
々
に
普
及
し
て
い
く
が
、
～
三
世
紀
の
段
階
で
は
羊
皮

　
紙
の
使
用
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
臼
．
○
竈
巳
ω
ω
o
轡
無
鉢
㊦
恥
‘
卜
霜
ミ
蕊
・
愚
ミ
偽

　
讐
帽
ミ
ミ
ミ
畠
鎧
ミ
帖
ミ
（
℃
o
ユ
ω
り
一
リ
ミ
γ
b
o
つ
①
ρ
〉
’
囚
器
善
導
①
齢
典
巴
．
り
§
Q

　
O
巷
ミ
b
ミ
§
ミ
遷
駄
鯉
§
馬
靴
§
（
翼
Φ
≦
磯
。
「
犀
一
一
り
り
一
）
（
以
下
、
Q
b
じ
σ
と
略

　
記
）
ψ
。
。
■
く
辱
．
忌
8
ず
日
Φ
馨
、
Q
注
、
唱
導
霞
、
■

⑰
奥
付
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ィ
ノ
ス
の
写
本
の
転
写
は
三
名
の
修

　
道
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
計
四
部
か
ら
な
る
作
品
の
前
半
二
部
は
「
修
道
生
活

　
に
お
い
て
卓
越
し
た
人
目
ぐ
9
α
の
7
0
＜
3
0
臼
⑰
豪
勇
麻
知
9
ぐ
d
o
の
恥
ε
」
テ
オ
ド
リ

　
ト
ス
が
「
以
前
に
目
億
ぐ
」
単
独
で
転
写
し
た
。
後
半
の
二
部
に
つ
い
て
は
、
「
優

　
れ
た
修
道
士
d
o
ゆ
7
0
ぐ
宍
9
∂
ぐ
伸
蓑
O
晋
8
」
マ
カ
リ
オ
ス
が
材
料
と
な
る
羊
皮
紙

　
を
用
意
し
、
「
修
道
士
d
o
⇔
ワ
。
ぐ
Q
×
o
⇔
」
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
転
写
を
担
当
し
た
。

　
現
存
し
て
い
る
の
は
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
転
写
し
た
二
部
の
う
ち
の
後
半
、
第
四
部

　
の
み
で
あ
る
。
前
半
二
部
の
転
写
を
担
当
し
た
修
道
士
テ
オ
ド
リ
ト
ス
は
、
ア
タ

　
ナ
シ
オ
ス
に
よ
る
修
飾
文
が
ア
オ
リ
ス
ト
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
タ
ナ

　
シ
オ
ス
が
奥
付
を
記
入
し
た
時
点
で
他
界
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
U
Φ
－

　
o
δ
【
o
ぎ
8
．
o
狩
も
b
O
Q
。
u
p
．
爵
．

⑱
聖
ラ
ザ
ロ
ス
に
よ
る
ガ
レ
シ
オ
ン
共
同
体
の
創
建
お
よ
び
修
道
士
人
口
に
つ
い

　
て
は
、
智
巳
P
魯
禽
計
銀
甲
お
を
参
照
。

⑲
導
ミ
L
ρ
ア
カ
キ
オ
ス
は
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ケ
の
修
道
院
で
修

　
練
士
と
な
っ
た
と
き
に
授
け
ら
れ
た
最
初
の
修
道
士
名
で
、
出
世
時
の
名
は
ア
レ

　
ク
シ
オ
ス
で
あ
っ
た
。

⑳
ア
ト
ス
山
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
は
、
＜
．
ピ
窪
お
艮
器
偏
㎏
■

　
】
）
費
δ
自
Φ
。
。
岬
b
o
a
ミ
讐
喧
ら
譜
N
、
q
ミ
§
譜
い
ヒ
皐
貸
め
諺
－
魅
§
（
℃
田
鳳
ω
し
Φ
謡
）
闇

　
○
。
卜
⊃
出
。
。
お
よ
び
筆
者
の
摯
§
ミ
賊
ミ
§
、
N
諺
§
栽
導
鴨
＄
N
、
§
駄
身
§
防
（
ζ
・
℃
江
γ

　
．
同
冨
。
。
一
ω
▼
¢
巳
く
Φ
邑
受
鼠
ゆ
一
§
ぎ
α
q
冨
β
8
0
躰
ア
9
『
③
①
を
参
照
。

⑳
漆
生
二
尊
‘
§
ミ
b
ρ

⑫
導
§
⑩
目
．

⑬
　
き
§
一
？
刈
ρ
Φ
愚
．
ω
⑩
ふ
ρ

⑳
　
♂
ミ
㎏
ω
9
Q
。
o
。
・
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
は
、
　
＝
二
世
紀
の
キ
プ
ロ
ス
の
隠
者
ネ
オ
フ

　
ユ
ト
ス
が
そ
の
著
述
の
中
で
造
語
的
な
副
詞
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

　
い
る
。
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
は
、
副
詞
に
限
定
さ
れ
な
い
造
語
の
広
範
な
使
用
を
、

　
高
等
教
育
を
受
け
て
い
な
い
著
述
家
た
ち
の
「
器
量
様
式
」
の
特
徴
と
し
て
位
置

　
づ
け
て
い
る
。
H
■
駆
㊦
く
α
①
艮
ρ
．
ピ
Φ
＜
巴
し
。
o
｛
ω
蔓
♂
す
じ
6
唄
郵
駅
銘
口
①
讐
。
ω
Φ
．
咽
§
》
羊

　
9
き
譜
、
，
9
、
駐
、
竃
腎
ミ
恥
S
§
遠
耳
§
回
勅
ミ
隷
ω
ド
（
一
Φ
c
o
一
）
る
。
。
⑩
－
ら
。
一
丁
σ
・

⑮
　
P
国
。
疑
。
舞
ρ
♀
題
袖
毎
韓
防
㌧
。
電
器
§
ト
ミ
餐
ミ
§
蹴
駐
石
馬
織
か
婁
（
い
。
甲

　
9
P
一
Φ
刈
刈
）
レ
謡
闇
一
〇
し
”
．

第
二
章
　
さ
ら
な
る
証
拠
の
提
示

テ
ク
ス
ト
と
筆
蹄

こ
う
し
て
複
数
の
研
究
者
が
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
、
ガ
レ
シ

オ
ン
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
後
の
総
・
王
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
を
結
ぶ
さ
ら
な
る
証

拠
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
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一
つ
の
鍵
と
な
る
の
は
、
パ
ウ
ロ
ス
・
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ィ
ノ
ス
の
テ
ク
ス

ト
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ

ス
が
他
の
二
人
の
修
道
士
と
と
も
に
新
た
な
写
本
の
作
成
に
着
手
し
た
の
は

『
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
』
で
あ
る
。
こ
の
著
作
は
、
修
道
生
活
に
関
連
す
る
ギ
リ
シ

ア
教
父
や
古
代
の
隠
者
た
ち
の
膨
大
な
量
の
言
葉
が
二
百
の
題
目
（
ヒ
ュ
ポ

テ
シ
ス
）
に
そ
っ
て
編
集
、
配
概
さ
れ
た
フ
ロ
リ
レ
ギ
ウ
ム
、
つ
ま
り
マ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ユ
ア
ル
的
な
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
テ
オ
ト
コ
ス
・
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ィ
ス

修
道
院
に
暮
ら
す
修
道
士
の
た
め
に
、
パ
ウ
ロ
ス
自
身
の
手
で
作
成
さ
れ
た

　
　
　
　
②

も
の
で
あ
る
。

　
奥
付
の
詩
に
お
い
て
、
こ
の
書
物
を
読
む
こ
と
が
持
つ
霊
的
効
果
を
将
来

の
読
み
手
に
対
し
て
力
説
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ガ
レ

シ
オ
ン
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
写
本
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
長
大
な
『
シ

ユ
ナ
ゴ
ゲ
賑
を
丹
念
に
読
書
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
書
物
の
読
書

の
痕
跡
が
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
中
に
も
見
出
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
両
者
が

同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
新
た
な
証
拠
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
著
述
の
検
討
に
入
る
前
に
、
『
シ
ユ
ナ
ゴ
ゲ
』

と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
普
及
度
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
最
初
の
印
刷
本
は
｝
七

八
三
年
、
コ
リ
ン
ト
ス
主
教
マ
カ
リ
オ
ス
と
ア
ト
ス
の
修
道
士
ニ
コ
デ
ィ
モ

ス
に
よ
っ
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

次
い
で
ア
テ
ネ
を
出
版
地
と
し
て
、
何
度
か
版
を
重
ね
て
い
る
。
批
判
校
定

本
は
い
ま
だ
現
れ
て
お
ら
ず
、
文
献
学
研
究
も
十
分
進
展
し
て
い
な
い
た
め
、

テ
ク
ス
ト
の
成
立
経
緯
と
流
布
の
過
程
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
M
・
リ
シ
ャ
ー
ル
ら
が
明
ら
か
に
し
た
収
録
写
本
と
作
成
年
代
に
つ

い
て
の
情
報
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
写
本
が
一
三
世
紀
以
降
、
と
り
わ
け
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

四
世
紀
に
多
く
作
成
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら

現
存
す
る
写
本
は
お
よ
そ
七
〇
冊
し
か
な
く
、
し
か
も
一
写
本
に
四
部
す
べ

て
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
た
め
、
テ
ク
ス
ト
が
一
三
世
紀
以

降
好
ん
で
転
写
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
人
気
は
一
部
修

道
士
の
世
界
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
著
述
や
行
動
の
中
に
『
シ
ュ
ナ
ゴ

ゲ
』
の
読
書
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
か
。
筆
者
は
こ
の
問
い
に
対
し

て
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
痕
跡
が
実
際
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
一
つ
は
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
二
度
目
の
在
位
期
に
作
成
し
た
修
道

院
規
則
、
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
で
あ
る
。
一
般
に
は
テ
ユ
ピ
コ
ン
と
称
さ
れ

る
ビ
ザ
ン
ツ
の
修
道
院
規
則
は
、
修
道
院
の
創
建
者
の
手
に
よ
っ
て
、
各
施

設
の
必
要
な
い
し
理
想
に
応
じ
て
自
由
に
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
タ
ナ
シ

オ
ス
の
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
は
特
定
の
修
道
院
で
は
な
く
、
帝
国
内
に
あ
る

金
修
道
院
を
舛
象
に
し
た
、
き
わ
め
て
特
異
な
テ
ユ
ピ
コ
ン
で
あ
っ
た
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

部
研
究
者
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
議
論
に
関
連
し
て
重
要
で
あ

る
の
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
が
そ
れ
ま
で
の
テ
ユ
ピ
コ
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ガレシオンの修道士アタナシオスとは何者か（橋川）

ン
の
伝
統
か
ら
逸
脱
す
る
い
く
つ
か
の
要
素
を
含
み
な
が
ら
も
、
基
本
的
に

は
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ィ
ス
修
道
院
の
伝
統
、
す
な
わ
ち
同
修
道
院
の
創
始
者
パ

ウ
ロ
ス
の
死
後
、
修
道
院
長
の
地
位
を
継
承
し
た
直
弟
子
テ
ィ
モ
テ
オ
ス
が

作
成
し
た
ヒ
ユ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
に
根
差
し
て
い
る
と
い
う
、
テ
ク
ス
ト
の
編

者
丁
・
ミ
ラ
ー
と
」
・
ト
ー
マ
ス
の
指
摘
で
あ
る
。

　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
テ
ィ
モ
テ
オ
ス
の
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
の
具
体
的
類
似

点
は
、
平
等
主
義
的
な
共
住
生
活
へ
の
志
向
、
俗
世
の
放
棄
と
上
長
へ
の
服

従
の
要
求
、
備
晶
窃
盗
の
厳
禁
、
交
友
関
係
の
制
限
、
い
わ
ゆ
る
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
、
上
長
と
数
名
の
有
徳
な
修
道
士
に
よ
る
施
設
の
協
力
的
運
営
、
ヒ

ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
の
毎
月
の
朗
読
の
規
定
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

テ
ィ
モ
テ
オ
ス
の
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
の
編
者
や
訳
者
ら
は
雷
明
し
て
い
な

い
も
の
の
、
テ
ィ
モ
テ
オ
ス
が
彼
の
師
パ
ウ
ロ
ス
の
『
シ
ユ
ナ
ゴ
ゲ
』
を
主

要
史
料
と
し
て
参
照
し
な
が
ら
、
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
を
作
成
し
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
⑥

明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
著
者
と
作
成
年
代
、
そ
し
て
テ
ク
ス
ト
の
長
さ

の
相
違
に
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ウ
ロ
ス
の
磯
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
』
と
テ
ィ
モ
テ
オ
ス

の
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
は
修
道
生
活
に
関
す
る
理
想
の
共
通
性
を
特
徴
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
判
断
で
き
る
の
は
、
仮
に
二
人
の
ア
タ
ナ
シ

オ
ス
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
ヒ
ュ
ポ

テ
ユ
ポ
シ
ス
に
『
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
』
的
な
要
素
が
色
濃
く
現
れ
う
る
こ
と
で
あ

⑦
る
。

　
二
つ
目
の
痕
跡
は
、
司
祭
職
（
ヒ
エ
ロ
シ
ュ
ネ
）
の
重
要
性
に
対
す
る
、

総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
態
度
と
自
覚
で
あ
る
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、

彼
が
そ
の
生
涯
に
お
い
て
司
祭
職
を
拒
絶
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
総
主

教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
ガ
レ
シ
オ
ン
滞
在
時
、
助
祭
職
と
司
祭
職
を
授
与
さ
れ
、

修
道
院
内
で
典
礼
を
執
行
す
る
権
利
を
持
つ
修
道
司
祭
と
な
っ
た
。
伝
記
作

者
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
名
誉
へ
の
野
心
か
ら
で
は
な

く
、
周
囲
か
ら
の
強
い
要
請
に
応
じ
て
そ
の
地
位
を
受
け
た
と
強
調
し
て
い

⑧る
。
一
二
八
九
年
の
彼
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
就
任
に
つ
い

て
も
、
同
時
代
の
歴
史
家
パ
キ
ュ
メ
レ
ス
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
皇
帝
と
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

会
会
議
か
ら
の
要
請
に
不
承
不
承
応
じ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ア
タ
ナ

シ
オ
ス
に
対
し
て
対
照
的
な
評
価
を
下
す
二
人
の
人
物
が
、
司
祭
職
へ
の
就

任
に
関
し
て
は
同
様
の
証
言
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が

そ
の
修
道
士
と
し
て
の
生
活
に
お
い
て
司
祭
職
を
積
極
的
に
求
め
な
か
っ
た

こ
と
は
お
そ
ら
く
事
実
だ
ろ
う
。
彼
に
は
司
祭
職
へ
の
就
任
を
拒
絶
し
て
、

従
来
的
な
修
道
生
活
を
継
続
す
る
道
も
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
選
択
し
な

か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
、
司
祭
職
と
は
周
囲
や
上
長
か
ら
の
強
い
要
請
が
あ

れ
ば
、
不
承
不
承
で
あ
れ
引
き
受
け
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
総
主
教
と
な
っ
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
司
祭
職
に
あ
る
そ
の
他
の
人
々
に
規

範
の
厳
格
な
遵
守
を
求
め
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
と
り
わ
け

教
区
民
の
司
牧
を
務
め
と
す
る
主
教
に
、
彼
ら
本
来
の
宗
教
的
責
務
を
果
た
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す
よ
う
迫
っ
た
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
総
主
教
位
に
あ
っ
た
時
代
、
主
教
が

様
々
な
理
由
で
自
ら
の
教
区
を
長
期
に
わ
た
っ
て
離
脱
し
、
首
都
に
滞
在
す

る
こ
と
は
一
般
的
と
な
っ
て
い
た
が
、
彼
は
そ
う
し
た
主
教
は
職
務
を
放
棄

し
て
い
る
と
非
難
し
、
彼
ら
に
対
し
、
教
区
へ
帰
還
し
、
門
キ
リ
ス
ト
の
よ

き
羊
飼
い
」
と
し
て
人
々
を
正
し
く
指
導
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
う
し
た
ア

タ
ナ
シ
オ
ス
の
努
力
は
そ
れ
ま
で
の
総
主
教
の
政
治
と
は
明
ら
か
に
一
線
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

画
す
も
の
、
す
な
わ
ち
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
の
改
革
運
動
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
魍
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
撫
に
お
い
て
も
司

祭
職
は
大
き
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
一
般
の
学
習
教
材
の
よ

う
に
、
基
礎
的
な
事
項
か
ら
よ
り
複
雑
で
高
度
な
事
項
へ
と
、
修
道
士
の
歩

み
に
即
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
司
祭
職
が
～
連
の
項
目
と
し
て
登
場
す

る
の
は
第
四
部
、
そ
れ
も
そ
の
後
半
部
で
あ
る
。
明
ら
か
に
パ
ウ
ロ
ス
は
、

修
道
士
の
生
活
に
と
っ
て
司
祭
職
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ

を
著
作
金
体
の
最
後
に
配
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
ス
の
意
図
は
項

目
の
表
題
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
修
道
士
は
司
祭
職
を
積
極
的
に
欲
す

る
べ
き
で
は
な
く
、
要
請
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
を
神
の
要
請
と
し
て
受
け

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
統
治
と
教
育
の
た
め
、
敬
意
を
も
っ
て
典
礼
を
執
行

す
べ
き
で
あ
る
。
真
正
な
る
牧
者
あ
る
い
は
教
育
者
と
し
て
の
務
め
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
信
者
を
そ
の
敵
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

　
⑪

等
々
。
パ
ウ
ロ
ス
の
理
想
と
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
理
想
が
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
末
期
に
興
隆
し
た
修
道
霊
性
ヘ
シ
カ
ス
ム
に
お
け
る

総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
両
義
的
な
位
置
で
あ
る
。
ヘ
シ
カ
ス
ム
は
修
道
士

が
呼
吸
の
調
整
に
よ
っ
て
心
の
完
全
な
る
静
寂
を
実
現
さ
せ
た
状
態
で
、
イ

エ
ス
の
祈
り
を
連
続
し
て
唱
え
、
最
終
的
に
は
神
と
の
合
一
（
正
確
に
は
神

の
造
ら
れ
ざ
る
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
へ
の
参
与
）
を
果
た
す
こ
と
を
理
想
と
す
る
、

神
秘
主
義
性
格
の
強
い
霊
性
で
あ
る
。
一
四
世
紀
半
ば
、
神
学
的
見
地
か
ら

ヘ
シ
カ
ス
ム
を
擁
護
し
た
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
・
パ
ラ
マ
ス
は
、
そ
の
著
作
『
聖

な
る
ヘ
シ
カ
ス
ト
の
擁
護
』
に
お
い
て
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
を
ヘ
シ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ス
ム
の
脇
ハ
隆
を
用
意
し
た
偉
大
な
る
教
師
の
一
人
に
数
え
て
い
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
歴
史
家
た
ち
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
は
、
パ
ラ
マ
ス
の
明
確

な
言
及
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ヘ
シ
カ
ス
ム
の
接
点

が
そ
の
他
の
同
時
代
史
料
に
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

ア
ト
ス
の
隠
者
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
府
主
教
テ
オ
レ
プ
ト

ス
が
著
し
た
よ
う
な
霊
的
作
品
を
彼
は
残
し
て
い
な
い
し
、
彼
が
、
特
定
の

祈
り
の
実
践
に
よ
っ
て
到
来
す
る
忘
我
の
境
地
を
、
修
道
士
の
必
要
な
経
験

と
し
て
重
視
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
も
存
在
し
な
い
。
だ
が
、
総
主
教
ア
タ

ナ
シ
オ
ス
が
ガ
レ
シ
オ
ン
で
『
シ
ユ
ナ
ゴ
ゲ
』
を
書
写
し
、
そ
の
著
作
か
ら

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
す
る
と
、
ヘ
シ
カ
ス
ム
の
系
譜
に
お
け
る
彼

の
位
置
を
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
K
・
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ウ
ェ
ア
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
『
シ
ユ
ナ
ゴ
ゲ
』
も
ヘ
シ
カ
ス
ム
に
関
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

両
義
的
な
テ
ク
ス
ト
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
『
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
』
に
お
い
て
祈
り
の
方
法
お
よ
び
意
味
は
第
三
部
と
第
四

部
葡
半
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ア
は
そ
う
し
た
箇
所
で
の
祈
り
の
扱

い
が
、
一
四
世
紀
に
流
行
し
た
ヘ
シ
カ
ス
ム
の
そ
れ
と
は
幾
分
異
な
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
呼
吸
や
姿
勢
な
ど
の
身
体
的
側
面
へ
の
配
慮
は
『
シ
ユ

ナ
ゴ
ゲ
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
忘
我
（
エ
ク
ス
タ
シ
ス
）
な
ど
の
神

秘
現
象
へ
の
醤
及
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
推
奨
さ
れ
て
は
い

な
い
。
他
方
で
ウ
ェ
ア
が
注
目
す
る
の
は
、
一
四
世
紀
的
ヘ
シ
カ
ス
ム
を
特

徴
づ
け
る
要
素
で
あ
る
、
イ
エ
ス
の
祈
り
の
実
践
や
神
的
な
光
の
体
験
へ
の

言
及
が
、
主
に
フ
ォ
テ
ィ
ケ
の
デ
ィ
ア
ド
コ
ス
の
引
用
を
通
じ
て
、
『
シ
ュ

ナ
ゴ
ゲ
聴
の
中
に
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
強
調
点
の
明
自
な

相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
＝
世
紀
に
成
立
し
た
こ
の
作
品
は
、
作
者
パ
ウ

ロ
ス
の
独
自
の
資
料
選
択
に
よ
っ
て
、
後
の
ヘ
シ
カ
ス
ム
と
の
間
接
的
リ
ン

ク
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
祈
り
の

実
践
に
よ
る
個
人
的
な
神
秘
体
験
に
つ
い
て
は
何
も
書
き
残
さ
な
か
っ
た
が
、

彼
が
岡
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
』
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、
日
常

生
活
の
中
で
、
司
祭
職
を
授
与
さ
れ
る
前
の
段
階
の
修
道
士
に
対
し
、
デ
イ

ア
ド
コ
ス
的
な
（
身
体
技
法
を
と
も
な
わ
な
い
）
イ
エ
ス
の
祈
り
の
実
践
を

勧
め
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ア
ト
ス
の
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス

や
そ
の
弟
子
テ
オ
レ
プ
ト
ス
ら
と
の
実
践
面
で
の
相
違
は
あ
れ
ど
、
パ
ラ
マ

ス
の
目
に
は
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
｝
四
世
紀
的
ヘ
シ
カ
ス
ム
の
先
駆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

者
の
一
人
と
し
て
映
じ
た
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
パ
リ
写
本
に
つ
い
て
は
、
筆
記
ス
タ

イ
ル
の
観
点
か
ら
一
つ
の
興
味
深
い
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

は
、
パ
リ
写
本
を
作
成
し
た
人
物
の
そ
れ
が
あ
る
特
定
の
地
域
的
な
伝
統
に

根
ざ
し
て
い
た
可
能
性
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
そ
の
人
物
が
一
三
世
紀
後

半
の
ガ
レ
シ
オ
ン
で
写
本
作
成
に
従
事
し
て
い
た
修
道
士
た
ち
の
特
定
の
筆

記
ス
タ
イ
ル
を
共
有
し
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
ガ
レ
シ
オ
ン
的
な
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

記
ス
タ
イ
ル
の
存
在
を
最
初
に
示
唆
し
た
の
は
ト
ゥ
ー
リ
ン
で
あ
る
。
彼
が

根
拠
と
す
る
の
は
以
下
三
種
の
異
な
る
写
本
に
見
ら
れ
る
類
似
性
で
あ
る
。

一
つ
は
、
修
道
士
ガ
ラ
ク
テ
イ
オ
ン
に
よ
っ
て
一
二
七
八
／
九
年
（
ビ
ザ
ン

ツ
暦
六
七
八
七
年
）
に
作
成
さ
れ
た
、
作
成
地
不
詳
の
写
本
（
オ
ッ
ク
ス
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

オ
ー
ド
・
ロ
ー
写
本
七
番
）
。
二
つ
目
は
、
一
二
八
四
／
五
年
（
六
七
九
三

年
）
に
ガ
レ
シ
オ
ン
に
お
い
て
、
盲
目
の
修
道
士
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
の
命
を

受
け
て
作
成
さ
れ
た
、
作
者
名
不
詳
の
写
本
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

写
本
一
三
番
）
の
」
部
。
そ
し
て
最
後
は
、
＝
天
○
年
代
と
九
〇
年
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

作
品
が
い
く
つ
か
現
存
す
る
マ
ヌ
エ
ル
・
ス
フ
ェ
ネ
ア
ス
の
写
本
で
あ
る
。

　
ト
ゥ
ー
リ
ン
は
、
ロ
ー
写
本
七
番
の
作
者
ガ
ラ
ク
テ
イ
オ
ン
と
、
ロ
ー
写

本
；
一
番
の
作
成
を
命
じ
た
盲
者
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
と
を
同
一
人
物
と
推
測
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す
る
。
彼
が
そ
の
根
拠
と
す
る
の
は
、
両
写
本
（
一
三
番
に
つ
い
て
は
そ
の

後
半
部
分
）
の
筆
記
ス
タ
イ
ル
の
類
似
性
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
推
測
に
も
と

づ
い
て
、
一
三
世
紀
後
半
の
ガ
レ
シ
オ
ン
に
お
い
て
独
特
の
筆
記
ス
タ
イ
ル

が
使
用
・
酒
養
さ
れ
、
そ
れ
が
活
動
地
不
明
の
写
字
生
ス
フ
ェ
ネ
ア
ス
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
と
推
測
を
重
ね
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
ト
ゥ
ー
リ
ン
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
ガ
レ
シ
オ
ン
・
ス
タ
イ
ル
な
る
も
の

の
存
在
を
よ
り
強
く
示
唆
す
る
の
は
、
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
作
の
ロ
ー
写
本
と

修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
パ
リ
ー
レ
ギ
ネ
ン
シ
ス
写
本
の
類
似
で
あ
ろ
う
。

両
者
を
比
較
し
た
と
き
に
、
慧
立
つ
相
違
は
行
間
お
よ
び
字
間
の
幅
で
あ
っ

て
、
楷
書
的
（
口
①
P
け
）
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
明
確
に
草
書
的

（
2
惹
く
Φ
）
な
筆
記
と
大
型
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
多
用
と
い
う
点
で
、
き

わ
め
て
強
い
共
通
性
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
写
本

の
方
が
宇
間
と
行
間
に
余
裕
の
あ
る
分
、
二
つ
の
特
徴
が
よ
り
鮮
明
に
現
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
レ
ギ
ネ
ン
シ
ス
写
本
が
～
二
五
九
／
六
〇
年
、
パ
リ
写

本
が
＝
一
六
一
年
、
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
作
の
ロ
ー
写
本
が
＝
一
七
八
／
七
九

年
、
そ
し
て
ガ
レ
シ
オ
ン
の
三
瀬
の
修
道
士
に
よ
る
ロ
ー
写
本
が
一
二
八
四

　
　
　
⑳

／
八
五
年
。
こ
の
よ
う
に
お
よ
そ
二
五
年
の
問
に
、
微
妙
な
差
異
・
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
包
含
し
つ
つ
も
、
筆
記
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
を
共
有
す
る
複
数

の
写
本
（
と
り
わ
け
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
二
写
本
と
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
の
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

写
本
）
が
確
認
さ
れ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
仮
に
ト
ゥ
ー
リ
ン
の

示
唆
す
る
よ
う
に
、
一
三
世
紀
後
半
の
ガ
レ
シ
オ
ン
に
お
い
て
、
独
自
の
筆

記
ス
タ
イ
ル
が
成
立
、
発
展
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
関
連
し
て
提

起
さ
れ
る
問
い
は
、
い
つ
、
な
ぜ
、
何
が
端
緒
と
な
っ
て
、
新
た
な
筆
記
ス

タ
イ
ル
が
ガ
レ
シ
オ
ン
に
お
い
て
成
立
し
え
た
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
参
照
可
能
な
写
本
が
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
対
す
る
決

定
的
解
答
を
導
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
と
も
か
く
も
こ
こ
で
、
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
写
本
と
、
お
そ
ら
く
は

ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
で
あ
っ
た
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
の
ロ
ー
写
本
に
見
ら
れ

る
筆
記
ス
タ
イ
ル
の
強
い
類
似
が
想
起
さ
せ
る
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の

伝
記
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
言
及
し
て
お
こ
う
。
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
若
か

り
し
頃
、
ガ
レ
シ
オ
ン
に
一
八
年
間
滞
在
し
た
と
伝
記
作
者
テ
オ
ク
テ
ィ
ス

ト
ス
が
伝
え
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
件
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
は

こ
れ
に
続
く
部
分
で
あ
る
。
ガ
レ
シ
オ
ン
を
後
に
し
て
、
ア
ト
ス
山
で
隠
者

的
生
活
を
始
め
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
教
会
合
同
反
対
派
へ
の
弾
圧
が
ア
ト

ス
に
も
及
ん
だ
際
に
、
そ
こ
を
脱
出
し
、
ガ
レ
シ
オ
ン
に
帰
還
し
て
い
る
。

彼
は
ま
も
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
聖
山
ガ
ノ
ス
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
再
度
の
ガ
レ
シ
オ
ン
滞
在
は
短
期
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
合
同
反
対
派
の
修
道
士
ガ
ラ
ク

テ
ィ
オ
ン
（
後
に
処
罰
に
よ
っ
て
盲
者
と
な
る
人
物
）
お
よ
び
イ
サ
ク
・
ガ
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⑫

ラ
レ
ス
と
交
友
を
持
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
後
に
総
主
教
と
な
る
ア

タ
ナ
シ
オ
ス
と
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
の
関
係
は
最
初
の
ガ
レ
シ
オ
ン
滞
在
に
由

来
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
二
度
§
の
滞
在
で
初
め
て
成
立
し
た
も
の
な
の
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
写
本
に
お
け
る
筆
記
ス
タ
イ
ル
と
同
様
、
両
人
物
の
間

に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
パ
リ
写
本
の
ア
タ

ナ
シ
オ
ス
と
総
主
教
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
を
直
接
線
で
結
ば
ず
と
も
、
き
わ
め

て
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
と
済
え
よ
う
。

①
フ
ロ
リ
レ
ギ
ウ
ム
と
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
相
違
は
抜
粋
さ
れ
る
文
章
の
性
質
に
あ

　
る
。
基
本
的
に
前
者
は
神
学
的
・
霊
的
文
章
を
、
後
者
は
世
俗
的
な
韻
文
を
集
成

　
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
　
『
シ
ユ
ナ
ゴ
ゲ
』
に
関
し
て
は
、
ζ
■
＜
記
2
簿
餌
ピ
⑦
畠
こ
b
融
馬
§
ミ
鼠
越
譜

　
魯
ミ
、
§
N
ミ
（
℃
9
ρ
6
ω
？
㊤
α
）
（
以
下
、
寓
と
略
）
．
く
。
轡
ρ
ω
．
〈
．

　
．
鴨
軽
く
①
お
蝉
ぎ
。
昌
．
（
竃
．
沁
ざ
プ
帥
紘
γ
8
『
O
O
卜
⊃
－
ω
”
雪
播
く
巳
．
這
”
。
。
．
＜
5
葡
帥
巳

　
多
く
①
お
ゆ
ユ
巨
。
ω
（
畠
Φ
一
．
円
〈
角
α
q
O
鼠
ω
）
、
（
〉
■
ω
o
ぱ
α
q
言
o
γ
0
9
。
。
■
㎝
①
鳴
－
介
璃
■
－
ρ

　
ゆ
⑦
o
ぎ
　
臨
零
書
ミ
ミ
＄
き
藝
貸
ぎ
ト
貯
ミ
ミ
、
帖
ミ
　
ぽ
贅
ミ
一
嵩
蹄
忘
§
肉
蝕
簿

　
（
竃
信
巳
。
ダ
6
蓄
γ
㎝
Q
。
メ
O
．
O
Q
臼
p
P
、
〉
器
σ
q
げ
。
齢
巴
ヨ
曽
匿
緯
。
｛
3
①
ω
覧
同
－

　
＃
∬
9
二
蹴
⑦
、
“
き
智
ミ
。
象
団
（
瞠
り
り
O
）
甲
膳
刈
l
O
ゴ
ζ
’
竃
¢
＝
⑦
舞
。
μ
傷
》
■
囚
躍
げ
《
①
牙
‘

　
§
鴨
§
s
ミ
ぎ
矯
肉
竃
、
簡
駐
ミ
～
蹴
肉
貯
竃
ミ
潮
G
§
ミ
遷
§
嵩
葛
象
艦
駐
ミ
（
b
づ
①
駕
器
ρ

　
一
り
㊤
膳
）
収
録
の
諸
論
文
、
と
く
に
一
■
≦
o
己
Φ
ざ
、
↓
げ
Φ
α
q
①
日
Φ
雪
住
ω
o
葭
。
①
。
・
o
｛

　
普
①
ぞ
N
蒜
§
、
▼
ω
O
①
幽
鼻
を
参
照
。

③
最
新
の
版
は
、
一
九
△
二
年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
ア
テ
ネ
で
刊
行
さ
れ
た
第

　
六
版
で
あ
る
。

④
　
B
・
ク
ロ
ス
テ
ィ
…
二
に
よ
れ
ば
、
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
計
六
八
冊

　
の
噸
シ
ユ
ナ
ゴ
ゲ
㎞
の
写
本
の
う
ち
、
＝
世
紀
に
由
来
す
る
も
の
は
四
冊
、
一

　
二
世
紀
の
も
の
は
二
冊
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
b
d
．
9
0
ω
凱
づ
押
．
日
。
芝
費
α
ω
餌

　
。
ウ
嘗
亀
鴇
。
｛
警
㊦
ω
臼
号
8
臨
監
日
。
｛
野
㊦
ヨ
。
目
器
8
蔓
o
h
些
r
う
6
ゲ
Φ
o
δ
辱
。
ω
国
く
雪
α
q
甲

　
樽
冨
箕
巴
ぎ
帥
き
蔓
お
導
霞
一
窃
．
し
冥
ζ
巳
ぼ
簿
欝
ら
囚
蹄
9
①
焦
ω
こ
号
鳥
計
一
刈
守
㊤
N

　
こ
れ
に
対
し
て
コ
ニ
世
紀
の
も
の
は
約
一
〇
冊
、
一
四
世
紀
に
つ
い
て
は
約
二
〇

　
偲
の
写
本
が
現
存
し
て
い
る
。
O
轡
鋭
。
。
≒
．
一
．
的
く
興
α
q
仙
陣
ぎ
o
p
、
ら
。
ピ
α
O
ω
■

⑤
日
ω
．
ζ
田
曾
餌
乱
旨
．
誤
。
暴
。
・
曽
．
日
冨
ヨ
8
婁
圃
。
監
Φ
。
｛
評
け
H
貯
3

　
＞
鱒
餌
昌
餌
巴
。
し
。
H
「
蝉
p
Φ
象
篇
。
肖
讐
簿
雪
ω
賦
自
。
昌
曽
p
匹
o
o
葺
旨
Φ
ロ
鼠
蔓
、
甲
O
識
§
ミ
N
旨

　
O
ミ
，
』
偽
職
ミ
ミ
勲
、
，
ご
ミ
§
①
卜
⊃
（
δ
Φ
①
）
”
ω
㎝
O
Q
I
謡
甲
霧
ウ
ω
①
マ
9
い
↓
7
0
二
二
雪
畠

　
》
．
O
．
出
①
δ
㊦
匹
。
。
‘
陸
硬
§
ミ
N
鴨
§
、
ミ
恥
ミ
さ
§
§
欺
§
b
象
§
§
§
（
≦
器
匡
鵠
◎
q
・

　
け
o
P
U
’
O
．
曽
N
O
O
O
ア
く
。
囲
餅
露
簿
§
ミ
鴇
象
卜
肉
爲
碕
。
｛
℃
象
ユ
母
。
ゲ
》
チ
帥
昌
m
巴
。
。
。
H

　
（
窪
帥
嵩
．
↓
一
ヨ
。
普
望
ζ
臼
Φ
【
）
．
層
H
幽
㊤
0
睾
一
〇
〇
《
①
。
。
ワ
一
継
り
甲
①
■
O
｛
．
＜
’
目
9
¢
冨
昌
戸

　
卓
見
、
韓
象
亀
譜
動
ミ
、
塁
蹴
讐
建
壁
下
職
㌧
、
侮
ミ
誉
G
o
謹
馬
§
職
謡
信
黄
く
9
．
一
一
｛
ω
ρ
心
H
卜
携

　
、
餐
㌧
跨
誉
N
め
塗
昏
嵐
。
◎
O
ゆ
（
℃
四
鼠
ρ
一
り
凝
y
昌
。
■
ま
O
㎝
一
ゆ
o
o
す
ヨ
「
P
O
｝
ミ
s
詠

　
肉
さ
ご
斜
羅
卜
⊃
－
P
Φ
ω
℃
．
一
刈
り
．

⑥
テ
ィ
モ
テ
オ
ス
の
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
に
つ
い
て
は
、
即
O
建
号
柴
じ
①

　
¢
唱
節
。
目
住
Φ
冨
↓
ま
。
δ
犀
。
ω
国
く
興
α
q
ひ
瓜
ω
、
り
沁
鴨
§
鴨
翁
肉
ミ
寒
い
身
§
翫
、
N
跨
高
O

　
（
ち
○
◎
N
γ
㎝
∴
O
翻
↓
ず
。
ヨ
器
鋤
”
蟻
単
項
。
①
脅
よ
号
日
出
く
。
囲
ト
ニ
“
厨
竃
、
題
駐
、
ぜ
㍗

　
瀞
§
o
｛
↓
一
日
。
昏
嘱
｛
o
H
ひ
①
日
。
づ
器
審
蔓
。
｛
夢
Φ
寓
。
窪
葭
Q
｛
O
o
匹
肉
q
ミ
疇
駐

　
（
窪
碧
。
。
■
囲
。
び
①
博
旨
。
乱
調
巳
、
Ψ
軽
窃
督
㎝
O
①
．
噛
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
臨
と
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ

　
ス
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
閑
．
薯
碧
ρ
．
℃
窮
団
2
睾
縣
鴇
。
盃
ヨ
Φ
p
房
一
昌
普
Φ

　
を
～
餐
．
」
員
竃
償
＝
Φ
洋
9
・
⇒
α
囚
坤
H
ぴ
矯
Φ
匹
。
り
‘
信
．
織
計
ω
O
叩
卜
⊃
♪
Φ
。
。
ワ
ω
ω
命
腿
伊

⑦
も
ち
ろ
ん
、
総
・
王
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
槻
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
暁
で
は
な
く
、
テ
ィ
モ

　
テ
オ
ス
の
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
を
読
白
し
、
後
者
の
テ
ク
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
自

　
身
の
ヒ
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
を
作
成
し
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
テ

　
ィ
モ
テ
オ
ス
の
テ
ク
ス
ト
は
わ
ず
か
｝
点
の
写
本
で
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
、

　
一
」
　
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
一
部
の
テ
ユ
ピ
コ
ン
と
異
な
り
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
ヒ

　
ュ
ポ
テ
ユ
ポ
シ
ス
の
中
に
テ
ィ
モ
テ
オ
ス
の
そ
れ
と
重
複
す
る
文
章
が
　
切
存
在
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し
な
い
こ
と
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ィ
ス
修
道
院
の
接
点
が
報
告
さ

　
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
相
対
的
に
低
い
と
判
断
で
き
る
。

⑧
§
§
駐
職
壽
ミ
郎
ミ
覧
ρ

⑨
○
Φ
。
吋
σ
q
δ
。
。
即
。
ξ
羅
『
Φ
ρ
沁
偽
ミ
§
窮
§
§
譜
§
》
Φ
山
■
》
．
閏
蝉
巳
Φ
さ
く
。
困
ω

　
（
℃
髪
冨
甲
一
㊤
Φ
㊤
）
曽
託
芦
一
ω
．

⑩
司
祭
職
に
対
す
る
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
思
想
お
よ
び
彼
と
主
教
団
の
関
係
に
つ
い

　
て
は
、
筆
者
の
『
博
士
論
文
』
の
第
一
部
「
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
教
会
改
革
」
を
参

　
照
。

⑪
Ω
．
髭
も
。
．
く
．
．
白
湯
学
輿
α
q
ゆ
ぎ
。
も
。
（
傷
巴
、
国
く
2
α
q
窪
。
。
）
、
も
。
『
ま
ω
み

⑫
Ω
話
α
q
9
。
。
。
℃
艶
§
章
b
薯
醤
恥
偽
翁
§
謎
穿
話
ぎ
§
勲
Φ
臼
』
．
竃
醸
Φ
匿
鼠
｛

　
（
ピ
。
信
く
鉱
調
一
⑩
α
O
）
甲
＜
o
洲
｝
ビ
押
b
σ
狽
N
餌
昌
傷
戸
b
O
”
ω
9

丁
目
．
≦
碧
p
。
娼
■
簿
．
る
臨
為
・

⑭
メ
イ
エ
ン
ド
ル
フ
は
パ
ラ
マ
ス
が
晩
年
の
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
師
事
し
た

　
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
パ
ラ
マ
ス
は
～
二
九
六
／
七
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

　
ノ
ー
ブ
ル
で
生
ま
れ
、
～
三
～
六
年
に
ア
ト
ス
へ
と
旅
立
っ
て
い
る
。
父
親
が
皇

　
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
に
仕
え
る
高
官
で
あ
っ
た
関
係
で
、
彼
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら

　
宮
廷
に
出
入
り
し
て
い
た
（
若
き
パ
ラ
マ
ス
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
を
教
授
し

　
た
の
は
テ
オ
ド
ロ
ス
・
メ
ト
キ
テ
ス
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
た
と

　
え
そ
の
弟
子
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
の
面
識

　
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
Ω
こ
．
諸
Φ
巻
巳
。
決
ビ
類
ミ
，
§
§
馬
§
こ
魅
§
譜
9
曹
譜

　
建
貯
§
＆
（
℃
帥
H
一
も
Q
　
一
り
窃
り
　
　
　
　
Ψ
）
讐
膳
α
－
㎝
O
．

⑮
〉
．
ご
蔓
p
b
ミ
ミ
♀
§
さ
、
琴
ミ
膏
跨
駄
§
§
ミ
§
ミ
匙
ミ
き
袋
、
』
§
ミ

　
Ω
ミ
ミ
蔦
跨
§
ミ
偽
卜
尊
ミ
識
鳴
防
駄
9
ベ
ミ
b
d
、
，
蹄
ミ
§
（
≦
器
窪
p
α
Q
け
o
P
U
．
O
．
”
一
Φ
c
◎
O
）
Y

　
o
Q
9

⑯
内
容
は
＝
垂
紀
の
著
述
家
エ
ウ
テ
ユ
ミ
オ
ス
・
ジ
ガ
ベ
ノ
ス
の
詩
篇
注
解
。

　
導
ミ
讐
N
G
Q
－
卜
Q
O
毛
詳
7
雷
匡
。
罵
（
h
．
卜
⊃
曾
）
．

⑰
内
容
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
ヘ
シ
ュ
キ
オ
ス
の
詩
篇
第
三
注
解
と
、
ヨ
ア
ネ
ス
・

　
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
詩
篇
注
解
。
奪
ミ
M
ω
ω
－
○
。
○
。
急
匪
山
雲
Φ
ω
卜
。
卜
。
（
｛
．
Q
。
O
同
γ

　
N
G
。
（
｛
」
8
く
）
甲
漣
（
｛
」
卜
。
曾
）
．
写
本
作
成
を
命
じ
た
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
は
「
盲
目

　
の
d
o
φ
d
ご
合
ざ
φ
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
会
合
同
へ
の
反
対
を
理

　
朗
に
盲
目
刑
に
処
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ガ
ラ
ク
テ

　
イ
オ
ン
そ
の
人
で
あ
る
と
確
証
さ
れ
る
。
国
．
↓
鎚
署
雲
鎮
①
α
‘
論
議
愚
阜

　
臆
，
魯
謡
蹄
S
跨
卜
§
湿
§
誉
、
，
ミ
ミ
粗
薦
醤
認
蹄
（
＜
陣
①
冨
p
9
”
一
〇
刈
①
1
Φ
①
）
▼
口
ρ
ω
蒔
刈
ω
．

⑱
ス
フ
ェ
ネ
ア
ス
は
作
成
し
た
写
本
に
よ
っ
て
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
》
．

　
同
霞
望
炉
b
ミ
ミ
9
，
馬
簿
さ
醤
霧
q
忌
冴
ミ
馬
ぎ
§
㌣
紺
§
躰
詠
§
翫
♂
ミ
鷺
§
暮
9
亭

　
ミ
蔦
題
§
ミ
鴨
二
尊
ミ
識
題
駄
一
雨
堂
塔
⊃
く
巳
。
。
．
（
q
h
げ
騨
昌
P
一
り
短
日
。
）
Y
㎝
㎝
1
0
刈
≦
蹄
ず

　
露
寒
Φ
お
　
累
・
＜
o
α
q
Φ
一
§
歩
く
・
O
舞
多
望
霧
⑦
戸
b
馬
馬
繋
，
§
ミ
偽
9
§
勲
専
瓢
富
、
譜
防

　
監
§
簿
N
紺
諺
§
軋
誉
、
肉
§
匙
蹄
恥
§
聴
（
ピ
①
君
銭
σ
q
甲
一
⑩
O
り
）
”
吋
c
Q
回
9

⑲
お
そ
ら
く
類
似
点
の
中
で
、
最
も
重
要
か
つ
顕
著
な
も
の
は
、
一
部
文
字
（
と

　
り
わ
け
ア
ル
フ
ァ
）
の
終
線
が
描
く
カ
ー
ブ
で
あ
ろ
う
。
＝
二
世
紀
に
作
成
さ
れ

　
た
写
本
に
お
い
て
、
長
い
終
線
を
持
つ
文
字
は
少
な
か
ら
ず
確
認
で
き
る
が
、
そ

　
の
多
く
は
直
線
的
で
あ
る
。
～
方
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン
の
写
本

　
に
お
い
て
、
延
長
さ
れ
た
終
線
は
お
お
む
ね
カ
ー
ブ
し
て
い
る
。

⑳
ロ
ー
写
本
；
蕃
は
ト
ゥ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て
、
筆
跡
の
気
違
か
ら
三
名
の
修
道

　
士
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
最
後
、
ヨ
ア
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス

　
ト
モ
ス
の
詩
篇
注
解
を
轡
写
し
た
入
物
の
筆
記
ス
タ
イ
ル
と
、
ガ
ラ
ク
テ
ィ
オ
ン

　
お
よ
び
ス
フ
ェ
ネ
ア
ス
の
そ
れ
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
6
自
畷
P
b
ミ
ミ
Q
越
黙
さ
昌
§
ら
忌
騎
駄
Q
越
ミ
b
噂
、
暗
職
ド
ω
ω
－
ω
印
・
こ
れ
に
加
え
て
、

　
前
半
部
の
作
者
二
名
の
筆
記
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
後
半
部
第
三
の
作
者
の
筆
記
の

　
類
似
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

⑳
　
ガ
レ
シ
オ
ン
的
な
筆
記
ス
タ
イ
ル
の
存
在
を
確
証
す
る
た
め
に
は
、
ガ
レ
シ
オ

　
ン
以
外
で
作
成
さ
れ
た
写
本
と
の
比
較
も
視
野
に
入
れ
た
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必

　
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
指
摘
は
、
ト
ゥ
ー
リ
ン
と
同
様
、
筆
記
の
細
部
に
わ
た
る

　
検
討
に
も
と
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
筆
記
の
一
般
的
特
徴
の
簡
略
な
比
較
に
よ
る
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も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
草
替
的
で
特
定
文
字
が
丸
み
を
帯
び
た
筆
記
ス
タ
イ

　
ル
そ
の
も
の
は
、
一
三
世
紀
後
半
の
ビ
ザ
ン
ツ
の
写
本
に
多
く
確
認
さ
れ
る
。

　
φ
獄
三
ω
ω
o
⇒
簿
餌
r
巴
こ
号
甑
跡
b
①
ω
『
O
メ
O
b
b
d
”
ω
．
く
、
、
旨
ぎ
諺
2
冨
、
’

⑫
　
§
鴨
ミ
駐
職
ミ
ミ
転
猿
手
∴
ω
’

お
　
わ
　
り
　
に

　
パ
リ
写
本
の
作
者
で
あ
る
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
は
何

者
で
あ
る
の
か
。
確
か
に
ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
直
接
的
か

つ
決
定
的
な
証
拠
に
よ
っ
て
彼
が
後
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
か
も
し
れ
ず
、
二
人
分
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
を
結
び
つ
け
る
間
接
的
な
証
拠
を

積
み
上
げ
る
こ
と
が
当
面
は
有
効
な
方
途
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
本
稿
で
は

ド
ゥ
ク
レ
ル
ク
の
指
摘
に
沿
う
形
で
考
察
を
進
め
た
た
め
、
同
｛
人
物
説
の

完
全
な
立
証
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
新
た
な
接
接
的
証
拠
が
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

数
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
や
は
り
重
要
で
あ
る
。

　
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
あ
る
時
点
で
パ
ウ
ロ
ス
の
著
作
『
シ
ュ
ナ
ゴ

ゲ
』
を
読
書
し
、
そ
れ
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
『
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
』
の
後
半
　
一
部
を

す
べ
て
転
写
し
、
奥
付
に
お
い
て
そ
の
読
書
が
持
つ
意
義
を
説
き
、
首
長
心

高
ブ
へ
の
従
順
と
尊
敬
を
記
し
た
。
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
総
主
教
ヨ
セ

フ
の
権
威
を
否
定
す
る
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派
を
激
し
く
非
難
し
、
晩
年
に
認
め

た
あ
る
書
簡
の
中
で
は
彼
を
証
聖
者
と
呼
ん
で
そ
の
生
涯
を
称
え
た
。
ガ
レ

シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
＝
一
　
世
紀
後
半
に
岡
地
で
活
動
し

数
々
の
写
本
を
残
し
た
修
道
士
ら
と
特
定
の
筆
記
ス
タ
イ
ル
を
共
有
し
て
い

た
。
　
＝
カ
、
伝
記
に
よ
れ
ば
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
ア
ト
ス
で
隠
者
的

生
活
を
開
始
す
る
ま
で
の
皿
八
年
間
を
ガ
レ
シ
オ
ン
で
過
ご
し
、
そ
の
後
、

同
地
に
一
時
的
に
帰
還
し
た
際
に
は
教
会
合
同
反
対
派
の
修
道
士
ガ
ラ
ク
テ

ィ
オ
ン
ら
と
親
し
く
し
た
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
い
う
修
道
士
名
が
一
般
的
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
共
通
項
の
多
さ
を

単
な
る
偶
然
と
し
て
片
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
最
後
に
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ
シ
オ

ス
に
よ
っ
て
転
写
さ
れ
た
『
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
』
と
の
間
に
あ
る
、
ビ
ザ
ン
ツ
の

修
道
院
文
化
に
関
す
る
～
つ
の
共
通
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ

れ
は
両
者
が
修
道
士
お
よ
び
修
道
生
活
に
と
っ
て
の
霊
的
規
範
と
し
て
の
地

位
を
、
一
三
世
紀
を
通
じ
て
高
め
、
一
四
世
紀
に
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

前
者
は
、
厳
格
な
禁
欲
生
活
の
実
践
と
正
教
信
仰
の
護
持
に
よ
っ
て
そ
の
権

威
を
高
め
、
二
度
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
就
任
し
、
死
し

た
後
の
…
四
世
紀
半
ば
に
公
式
の
聖
人
認
定
を
受
け
た
。
後
者
は
、
現
存
す

る
写
本
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
一
一
世
紀
と
…
二
世
紀
に
は
格
別
人
気
の
あ
る

テ
ク
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
三
世
紀
に
な
る
と
修
道
士
の
需
要
の
高
ま
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り
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
多
く
の
写
本
が
作
成
さ
れ
始
め
、
｝
四
世
紀
に

最
も
多
く
作
成
さ
れ
た
。
両
者
が
そ
の
人
気
と
権
威
を
確
立
す
る
プ
ロ
セ
ス

は
、
一
見
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
古
代
的
な
宗
教
理
念
の
復
興
と

い
う
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
魚
肚
で
詳
細
に
議
論

す
る
予
定
で
あ
る
）
。
仮
に
、
『
シ
ユ
ナ
ゴ
ゲ
』
の
後
半
二
部
を
転
写
し
、
そ

の
霊
的
価
値
を
奥
付
の
韻
文
で
誰
い
あ
げ
た
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ
ナ

シ
オ
ス
が
、
後
の
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
で
あ
っ
た
場
合
、
総
主
教
と
『
シ

ユ
ナ
ゴ
ゲ
』
は
相
互
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
、
す
な
わ
ち
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス

は
そ
の
古
代
的
価
値
に
重
き
を
置
い
た
修
道
生
活
と
政
治
に
よ
っ
て
、
『
シ

ュ
ナ
ゴ
ゲ
賑
は
そ
の
価
値
を
体
現
す
る
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
存
在
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
権
威
の
上
昇
に
貢
献
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
パ
リ
写
本
の
作
者
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
問
題
は
、
解
答
で
き
る
よ
り
も
は
る

か
に
多
く
の
問
題
を
提
起
す
る
タ
イ
プ
の
問
題
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
少

な
く
と
も
本
稿
の
結
論
と
し
て
言
え
る
の
は
、
ガ
レ
シ
オ
ン
の
修
道
士
ア
タ

ナ
シ
オ
ス
が
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
同
｝
の
入
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
き

わ
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
の
立
証
と
同
じ
く
重
要
と
思

わ
れ
る
の
は
、
『
シ
ュ
ナ
ゴ
ゲ
』
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
ビ
ザ
ン
ツ

の
修
道
院
文
化
に
お
い
て
具
体
的
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
一

三
世
紀
に
な
る
と
同
時
に
多
く
の
写
本
が
作
成
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

発
展
の
時
期
を
同
じ
く
す
る
ヘ
シ
カ
ス
ム
と
の
関
係
は
あ
っ
た
の
か
。
こ
う

し
た
問
題
の
考
察
は
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
よ
う
な
特
異
な
修
道
士
聖
人
の
考
察

と
同
様
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
修
道
院
文
化
の
い
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る
一
面
に
光
を
投

じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
①
本
文
中
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
私
見
で
は
両
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
同
一
を
立
証

　
　
す
る
唯
一
の
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
稿
で
は
部
分
的
に
し
か
用
い
な
か
っ
た
ア

　
　
ブ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
写
本
の
筆
跡
比
較
で
あ
る
。
比
較
対
象
と
な
り
う
る
の
は
、

　
　
パ
リ
写
本
と
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
書
簡
集
の
最
古
に
し
て
最
多
の
収
録
数
を

　
　
誇
る
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
・
ギ
リ
シ
ア
語
写
本
二
一
二
九
番
（
O
o
α
①
×
＜
恥
甑
o
ρ
匿
ω

　
　
○
舜
0
2
ω
吋
誠
汐
以
下
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
写
本
と
略
）
の
一
部
で
あ
る
。
タ
ル

　
　
ポ
ッ
ト
は
、
筆
跡
の
相
違
か
ら
三
名
の
人
物
が
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
写
本
の
作
成
に
関

　
　
与
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
弟
子
で
あ
っ
た
三
楽
の

　
　
修
道
士
が
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
死
後
に
、
彼
の
記
憶
を
偲
ぶ
た
め
に
書
簡
を
写
本
の

　
　
形
に
取
り
ま
と
め
た
と
推
測
し
た
。
日
鋤
げ
9
り
§
恥
G
§
ぺ
愚
§
譜
ミ
辞
×
×
×
≦
パ

　
　
テ
ダ
キ
ス
は
こ
の
仮
説
を
部
分
的
に
修
正
し
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ

　
　
ち
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
写
本
の
後
半
部
分
の
筆
跡
は
パ
リ
写
本
の
そ
れ
と
近
似
し
て

　
　
お
り
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
生
前
に
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
写
本
の
作
成
に
直
接
関

　
　
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
。
℃
蝉
8
留
鉦
ω
．
毫
・
ら
ド
一
ω
甲
G
。
ρ
パ
リ
写
本
の
作

　
　
者
を
十
分
な
根
拠
な
く
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
断
定
す
る
な
ど
、
パ
テ
ダ
キ
ス

　
　
の
論
証
に
は
明
ら
か
な
不
備
が
あ
る
の
だ
が
、
パ
リ
写
本
と
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
写
本

　
　
の
作
成
に
同
じ
人
物
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
筆
跡
の
比
較
に
よ
っ
て
判
明
す
れ

　
　
ば
、
両
写
本
の
成
立
時
期
お
よ
び
間
編
（
五
〇
年
か
ら
六
〇
年
）
か
ら
、
総
主
教

　
　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
そ
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
と
な
る
。
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
写

　
　
本
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
博
士
論
文
の
補
診
一
お
よ
び
補

　
　
論
二
「
声
を
救
う
…
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
書
簡
集
の
起
源
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

【
付
記
】
　
本
稿
は
平
成
一
八
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
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（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
～
部
で
あ
る
。
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　　　　Who　was　the　Morik　Athanasios　of　Mt．　Gaiesion？　：

Some　Remarks　on　the　Copyist　of　One　Thirteenth－Century

　　　　　　Byzantine　Manuscript　（Codex　Paris．　Gr．　857）

by

HASHIKAwA　Hiroyuki

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　identifY　the　copyist　of　one　thirteenth－century

Byzant血e　manuscriP㌻，　Codex　Parisinus　Graecus　857（hereafter　abbreviated　as　P），

This　manuscript，　wl｝ich　contains　the　fourth　part　of　Paul　Evergetinos’　monastic　flo－

rilegium，　kr｝own　as　Synagoge　or　Evergetinon，　has　neither　iltustrations　nor　descrip－

tions　of　contemporary　events　and　thus　has　remained　virtuaHy　unl〈nown　to　histo－

rians　and　art　historians　alike．　lt　has，　however，　attracted　the　attention　of　some　phi－

lologists　and　paleographers　since　the　eighteenth　century．　The　reason　for　this　is

the　specdic　infonmation　provided　by　the　copyist　about　himself　in　the　colophon．　He

revealed　theyein　that　he　was　a　monk　named　Athanasios，　and　moreover　that　he

copied　P　in　the　monastery　of　Mt．　Galesion　in　1261．　The　two　proper　nouns　and

one　specfied　date　reminded　some　scholars　of　the　Patriarch　Athanasios　1　of　Con－

stantinople　（1289－93，　1303－9），　a　radical，　ascetic　reformer　of　the　late　Byzantine

church　and　society．　This　Pa£riarch　Athanasios　is　generaliy　considered　to　have　tived

between　c．a．　1230　and　1320　and　is　reported　by　his　two　hagiographers　to　have

s£ayed　at　Galesion　for　many　years　during　his　early　ffe．　From　these　pieces　of　evi－

dence，　they　have　ass㎜ed　or　asse且ed　that　the　copジst舳anasios　should　be　iden－

tified　with　Patriarch　Athanasios．　lf　their　assumption　is　correct，　it　not　only　chal－

leBges　the　prevailing　view　that　no　holographic　manuscript　with　the　signature　of

Patriarch　Athanasios　smives，　but　also　supports　the　hagiographical　reports　of　his

stay　at　Galesion．　What　is　more，　it　enables　us　to　estimate　the　infiuence　of　reading

and　copying　Paul　Everge£inos’　Synagoge　upon　the　later　Patriarch　Athanasios．

　　In　this　paper　the　scholarly　debate　on　Athanasios，　the　copyist　of　P，　is　first　sur－

veyed．　After　carefu1　exarnination　of　the　points　made　by　B．　de　Montfaucon，　F．　Hal－

kin，　N．　Wilson，　J．　Peclerck　and　E．　Patedakis，　it　becomes　clear　that　the　theory　of

the　identity　of　the　two　Athanasioi，　supported　by　Declerck　cautiously　and　Patedakis

boldly，　lacks　crucial　evidence　and　stra　remains　a　hypothesis．　For　instance，　De－

clerck，　whose　study　is　undoubtedly　the　best　and　most　detailed，　raised　five　points

which　he　considered　as　supportive　evidence，　but　his　argument　does　not　necessari一
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ly　exclude　the　possibvaty　that　another　Athanasios，　not　the　later　Patriarch，　was　en－

gaged　in　copying　P　at　Galesion．

　　Secondly，　an　additioBal　four　pieces　of　supportive　evidence　are　proposed　and　dis－

cussed．　Three　of　them　are　related　to　the　P　text　itseif，　while　the　other　is　related

to　the　script　style．　As　for　the　former，　there　appear　to　be　three　traces　of　the　Syna－

goge　that　are　refiected　in　the　ffe　and　thought　of　Paeriarch　A£hanasios．　One　is　the

HypotyPosis　（monastic　rules　or　so－called　monastic　t｝tPikon）　composed　by　Patriarch

Athanasios　in　1305　and　apptied　to　all　the　monasteries　in　the　empire．　lt　has　been

noted　that　his　HyPotyPosis　has　many　sirnilarities　with　the　HyPotyPosis　made　by　the

disciple　Timothy　for　the　monastery　of　Theotokos　Evergetis　founded　by　Paul

Evergetinos，　and　Timothy　certainly　referred　to　Paul’s　Synagoge　in　writing　his

HyPotyPosds．　Second　is　the　emphasis　put　by　Patriarch　Athanasios　upon　the　signifl－

cance　of　the　priesthood　for　monl〈s．　At　several　stages　of　his　ure，　Athanasios

accepted　priestly　ofices，　though　reluctantly，　and　became　deacon，　priest　and　pat－

riarch．　ln　the　Synagoge，　the　finakheses　（the　second　half　of　part　IV）　were　exclu－

sively　assigned　to　questions　and　answers　about　the　significaRce　of　the　priesthood

for　monks．　Third　is　the　ambivalent　stance　of　Patriarch　Athanasios　in　Byzantine

hesychasm．　Gregory　Palamas　mentioned　this　Athanasios　as　one　of　its　forerurmers，

but　otherwise　there　is　no　clear　evidence　for　his　involvement　with　hesychasm．　By

the　same　token，　the　Synagoge　itseif　is　an　ambivalent　text　in　terms　of　hesychasm．

The　fourth　point　concerning　the　script　style　is　the　possibraty　that　P’s　copyist，

Athanasios，　was　familiar　with　and　influenced　by　a　unique　script　style　that　had　been

developed　at　Galesion　dtmg　the　thirteenth　century．　This　seems　to　agree　with　the

hagiographical　reports　that　Patiriarch　Athanasios　stayed　at　Galesion　for　eighteen

years．

　　Strictly　speal〈ing，　there　is　no　proving　the　theory　of　the　identity　of　P’s　copyist，

Athanasios，　and　Patriarch　Athanasios　as　Declerck　suggested，　but　it　is　irnportant

that　in　addition　to　the　points　made　by　Declerck　four　further　points　can　be　posed　in

its　support　and　that　no　counter－evidence　has　been　found　thus　far．　lt　is　almost　cer－

tain　that　a　young　monk　named　Athanasios，　who　later　became　patriarch　and　a　re－

fbrmist，　copied　P　du血g　his　long　stay　at　Galesion．
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